
　請願・陳情などは、基本的にいつでも提出できますが、年４
回（３・６・９・１２月）開催される定例会で審議されますので、
提出時期等詳細については事前に議会事務局へお問い合わ
せください。

請願・陳情等の提出について

総務・建設・教育民生・経済企業

予算

次回は

です。
９月定例会

日程は
ホームページで
掲載中です

（席数：91席　車イス用：６席）

再生紙を
使用しています。

ベジタブルインクを
使用しています。

インターネット
中継を実施
しています

中継する会議

・本会議
・各常任委員会
・各特別委員会

※インターネット中継は、福井市議会ホームページからご覧いただけます。
　なお、この中継は、福井市議会の公式記録ではありません。

　福井市議会では、

より多くの皆さまに議会活動をご理解いただくため、

YouTube（ユーチューブ）の
インターネットストリーミングサービスを利用した
録画放送の配信を行っています。

　傍聴に来られない人も、会議の映像をご覧になれます。

議会事務局 庶務課☎０７７６-２０-５５０６お問い合わせ

本会議

常任委員会

傍聴できる会議 議会運営委員会

議員全員協議会

特別委員会なお、本会議、予算特別委員会の模様は、
ケーブルテレビのふくチャンネル１２１ch
で生中継及び録画放送されます。

※議場は席によって温度差があるため、傍聴の際には温度調整ができるような服装で
　お越しいただくことをおすすめします。

傍聴して
みませんか

ふくい

　
５
月
臨
時
会
は
５
月
17
日
招
集
さ
れ
、
正
・
副
議
長
の
選
挙
を
行
っ
た
結

果
、
議
長
に
皆
川
信
正
議
員
、
副
議
長
に
青
木
幹
雄
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
当
選

し
ま
し
た
。

　
今
臨
時
会
で
は
、各
常
任
委
員
会
及
び
議
会
運
営
委
員
会
の
委
員
の
選
任
、

福
井
坂
井
地
区
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
議
会
議
員
の
選
任
、
こ
し
の
国
広

域
事
務
組
合
議
会
議
員
の
選
挙
、
鯖
江
広
域
衛
生
施
設
組
合
議
会
議
員
の
選

挙
、福
井
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
議
員
の
選
挙
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
監
査
委
員
の
選
任
な
ど
、
市
長
提
出
の
議
案
３
件
、
報
告
２
件
を

審
議
し
た
結
果
、
議
案
は
い
ず
れ
も
同
意
、
報
告
は
い
ず
れ
も
承
認
し
、
同

日
閉
会
し
ま
し
た
。

5月

臨
時
会

正
・
副
議
長
な
ど
各
役
職
を
選
出

　
６
月
定
例
会
は
６
月
６
日
か
ら
29
日
ま
で
の
24
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、「
平
成
28
年
度
福
井
市
一
般
会
計
補
正
予
算
」を
は
じ
め
、

「
福
井
市
市
税
賦
課
徴
収
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」
な
ど
市
長
提
出

の
議
案
12
件
、
報
告
21
件
を
審
議
し
た
結
果
、
議
案
は
い
ず
れ
も
原
案
の
と

お
り
可
決
、
報
告
は
１
件
を
承
認
、
20
件
を
受
理
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
請
願
・
陳
情
に
つ
い
て
は
、
今
回
提
出
さ
れ
た
請
願
３
件
を
審
議

し
た
結
果
、
い
ず
れ
も
不
採
択
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
を
20
人
の
議
員
が
行
い
、
６
月
29

日
、
予
定
し
た
日
程
を
全
部
終
え
閉
会
し
ま
し
た
。

6月

定
例
会

平
成
28
年
度
福
井
市
一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決

　４月の熊本地震により被災
された方の一日も早い復旧復

興をお祈り申し上げます。本市議会では、震災、防災関連
の一般質問が多くございました。今回のことも一つの契
機として福井市は災害に強いまちを目指していきます。
　また、本年度より議会報告会が再開され本紙面では特
集を組みましたがいかがでしたでしょうか。次回開催時
はぜひ足をお運びください。　　　　　　（池上・福野）

編 集 後 記

議
会
報
告
会…

…
…
…
…
…
…

Ｐ
２
〜
Ｐ
４

議
会
の
構
成…

…
…
…
…
…
…
…
…
…

Ｐ
５

一
般
質
問…

…
…
…
…
…
…
…

Ｐ
８
〜
Ｐ
12
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教育民生委員会

北信越市議会議長会評議員会（松本市）

　　　　〃　　　　第９１回定期総会（松本市）

総務・建設・経済企業委員会

議会運営委員会

福井市北陸新幹線建設促進協議会理事会・総会（福井市）

北陸新幹線建設促進大会・同盟会総会（東京都）

地域の活力創造対策特別委員会

全国競輪主催地議会議長会近畿部会総会（岸和田市）

県都の魅力創出対策特別委員会

全員協議会、議会運営委員会

全国市議会議長会第２０３回理事会（東京都）

全国市議会議長会第９２回定期総会（東京都）

全国競輪主催地議会議長会役員会（東京都）

　　　　〃　　　　第１１８回定期総会（東京都）

4月26日

4月27日

28日

5月10日

20日

24日

25日

26日

27日

30日

31日

6月  3日

議会運営委員会、議員全員協議会、本会議5月17日

5 月 臨時会

本会議

議会運営委員会

本会議（一般質問）

本会議（一般質問）

本会議（一般質問）

総務委員会、建設委員会

教育民生委員会、経済企業委員会

予算特別委員会

予算特別委員会

議会運営委員会

教育民生委員会、議会運営委員会、本会議

6月  6日

7日

13日

14日

15日

16日

17日

22日

23日

24日

29日

6 月 定例会

議 会 日 誌 （平成 28 年 4 ～ 6 月）

議会報告会の様子（4月14日・中藤島公民館）
委員
　西村　公子、村田　耕一
　後藤　裕幸、池上　優徳
　福野　大輔、近藤　實

福井市議会だより編集委員
　委 員 長　　玉村　正人
　副委員長　　菅生　敬一　
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ふくいふくい

議会報告会議会報告会
　４月５日から15日にかけて市内８会場で開催した議会報告会において、皆さんからいただいた市政や議会運営に関す
るご意見、ご質問等について、その一部を分野別に紹介します。
　その他のご意見、ご質問等は福井市議会ホームページでご覧になれます。

選挙権年齢が18歳以上に引き下げられるが、若者の投票率向上のための取り組みは行っているか。

学校における啓発活動を進めている。また18歳になった際にメモリアルカードを発送して、投票するこ
とへの意識付けを行っている。議会として市独自の投票率向上の取り組みを行うように市の選挙管理委
員会に働きかけている。

質問

回答

中核市移行推進事業は必要なのか。他県の県庁所在地の状況はどうか。

中核市に移行するには、人口30万人以上が要件であったが20万人以上に緩和されており、福井市は平成
31年４月に移行したいと考えている。金沢市、富山市も既に移行していて、他にも移行を表明している
市がある中、福井市も中核市に移行することにより、市民生活が快適になるようにしていくことが大事
であると考える。

質問

回答

公債費の増加について詳しく教えて欲しい。今後の市債残高はどうなるか。

以前借りた利率が高い市債を低い利率のものに借り換えるので、償還年限は伸びるが支払利息の減によ
り返済額は減る。また、臨時財政対策債が増えているが、後年度に国が地方交付税で補填してくれる。

それは国に都合がいい話に聞こえる。国の言いなりでは地方に借金が残ってしまうが、誰が責任を持つ
のか。

財政健全化計画では、臨時財政対策債を除いた市債残高は1,000億円を切ることになっていたができていない。
東日本大震災等による公共施設の耐震化に取り組んだ影響であるが、減らしていく努力が必要である。

臨時財政対策債以外の市債は減っていくのか、また、市債を減らす工夫が必要ではないか。企業誘致等
により税収増を図るなどなんとか減らす努力をして欲しい。

税金から市債の返済をするので、市民のチェックが必要である。企業誘致については場所が問題で、国、
県と足並みをそろえて取り組まなければならない。

質問

再質問

再質問

回答

質問

回答

市債が右肩上がりに増えているが、減らしていかなくてはならないのではないか。

福井市は平成31年度をめどに市債残高を減らしていこうとしている。議会としても同じように減らして
いくことを提言している。市も金利の安いものに切り替えるなど努力している。国体などまだ持ち出し
もあるが、税収が増える可能性もあると期待している。

回答

回答

総務委員会関係
内　　　　　容会場

東
安
居
公
民
館

東
藤
島
公
民
館

中
藤
島
公
民
館

豊
公
民
館

建設委員会関係
内　　　　　容会場

高齢化が進み空き家が増えているが、空き家対策はどうなっているのか。

危険な特定空き家に関しては何度も権利者に勧告し、応じない場合は強制的に市が取り壊し、その費用
を後日権利者に請求する。ただ実際に行政代執行した例はない。現状では50件ほどが勧告後に権利者自
ら空き家を取り壊しており、市の補助を受けて取り壊した例もある。

まちなか住まい支援事業は、中心市街地の居住促進ばかりで、郊外地域からの人口流出につながるので
はないか。

まちなか住まい支援事業は国の中心市街地活性化の予算に市の予算を上乗せする形をとっている。

まちなかの地区の高齢化率が高くなっているので斬新なアイデアで若者を呼び込んでほしい。

質問

回答国
見
公
民
館

北陸新幹線の開業前倒しについて、まだはっきりしていない。早くしないと石川県との格差が広がって
しまうのではないか。

北陸新幹線について福井開業前倒しに向けた国の方針が近いうちに出ることを待っている。

北陸新幹線の九頭竜川の工事の完了は何年頃になるのか。

平成34年度の北陸新幹線開通までには完了する。

下水道事業について以前から敷設の要望をしているが遅れている。早急に敷設できないのか。

平成32年度の下水道普及率100パーセントに向けて実施しているが進捗が遅れている。平成28年度に
経営戦略を策定する中で目標年度を明らかにするとしている。早急な実施を強く求めているが、諸
事情による若干の遅れはご理解願いたい。

平成27年度から下水道を利用できると聞いていたが延び延びになっている。早くしてほしい。不公平を
感じる。

質問

質問

回答

回答

東
藤
島
公
民
館

再質問

回答

北陸新幹線建設整備事業には沿線地域に対する環境整備があるとのことだが、文殊地区は対象に入って
いるのか。入っていないのであれば今後取り組む予定はあるのか。

現在の北陸新幹線建設整備事業は大部分が新幹線建設関係の予算であり、環境整備については今後本格
的に取り組んでいくことになる。

具体的にどのような環境整備になるのか。

まだ具体的なものはない。地元の要望を聞きながらの対応になる。

質問

回答

文
殊
公
民
館

NPO団体や公的活動に対するハピリンの会議室利用料の減免や会場費の助成を充実させてほしい。

安居公民館前の道路は県道で、聖苑前の道路は市道になっているが、除雪のタイミングがずれていて、
特に市道側が遅いため大変通行しにくくなっている。もう少し早くならないか。

県道と市道では、除雪の出動基準が違うので、時間にずれが生じる。また、市道は総延長が長いの
で、優先度の高いところ、例えば学校や病院などの周辺を先に行うことになるので、出動が遅くな
るところが出てくることもご理解を願いたい。

安
居
公
民
館

豊
公
民
館

意見
要望

意見
要望

質問

回答

意見
要望

地域おこし協力隊事業で、都市部の若者を中山間地域に受け入れるとなっているが、県外からは募集し
ないのか。

福井市内ではなく、県外からの募集による受け入れということである。

質問

回答

安
居
公
民
館

地域おこし協力隊事業の予算772万円の中には給与も含まれるのか。

給与を含んでおり、越廼、殿下、国見３地区合わせた総額である。

3地区でこの予算額ならば、給与が十分足りていないのではないか、給与の予算がもっとあれば事業活
動がしやすいのではないかと思われる。

質問

意見
要望

回答

国
見
公
民
館

質問

回答

回答

意見
要望

会　場 参加人数日　時

４月  ５日

４月  ７日

４月  ７日

４月12日

27人

25人

9人

5人

東 安 居 公 民 館

豊 公 民 館

東 藤 島 公 民 館

安 居 公 民 館

会　場 参加人数日　時

４月12日

４月14日

４月15日

４月15日

19人

112人

8人

43人

国 見 公 民 館

中 藤 島 公 民 館

日 之 出 公 民 館

文 殊 公 民 館

3 No.202 No.202 2



ふくいふくい

議会報告会議会報告会
　４月５日から15日にかけて市内８会場で開催した議会報告会において、皆さんからいただいた市政や議会運営に関す
るご意見、ご質問等について、その一部を分野別に紹介します。
　その他のご意見、ご質問等は福井市議会ホームページでご覧になれます。

選挙権年齢が18歳以上に引き下げられるが、若者の投票率向上のための取り組みは行っているか。

学校における啓発活動を進めている。また18歳になった際にメモリアルカードを発送して、投票するこ
とへの意識付けを行っている。議会として市独自の投票率向上の取り組みを行うように市の選挙管理委
員会に働きかけている。

質問

回答

中核市移行推進事業は必要なのか。他県の県庁所在地の状況はどうか。

中核市に移行するには、人口30万人以上が要件であったが20万人以上に緩和されており、福井市は平成
31年４月に移行したいと考えている。金沢市、富山市も既に移行していて、他にも移行を表明している
市がある中、福井市も中核市に移行することにより、市民生活が快適になるようにしていくことが大事
であると考える。

質問

回答

公債費の増加について詳しく教えて欲しい。今後の市債残高はどうなるか。

以前借りた利率が高い市債を低い利率のものに借り換えるので、償還年限は伸びるが支払利息の減によ
り返済額は減る。また、臨時財政対策債が増えているが、後年度に国が地方交付税で補填してくれる。

それは国に都合がいい話に聞こえる。国の言いなりでは地方に借金が残ってしまうが、誰が責任を持つ
のか。

財政健全化計画では、臨時財政対策債を除いた市債残高は1,000億円を切ることになっていたができていない。
東日本大震災等による公共施設の耐震化に取り組んだ影響であるが、減らしていく努力が必要である。

臨時財政対策債以外の市債は減っていくのか、また、市債を減らす工夫が必要ではないか。企業誘致等
により税収増を図るなどなんとか減らす努力をして欲しい。

税金から市債の返済をするので、市民のチェックが必要である。企業誘致については場所が問題で、国、
県と足並みをそろえて取り組まなければならない。

質問

再質問

再質問

回答

質問

回答

市債が右肩上がりに増えているが、減らしていかなくてはならないのではないか。

福井市は平成31年度をめどに市債残高を減らしていこうとしている。議会としても同じように減らして
いくことを提言している。市も金利の安いものに切り替えるなど努力している。国体などまだ持ち出し
もあるが、税収が増える可能性もあると期待している。

回答

回答

総務委員会関係
内　　　　　容会場

東
安
居
公
民
館

東
藤
島
公
民
館

中
藤
島
公
民
館

豊
公
民
館

建設委員会関係
内　　　　　容会場

高齢化が進み空き家が増えているが、空き家対策はどうなっているのか。

危険な特定空き家に関しては何度も権利者に勧告し、応じない場合は強制的に市が取り壊し、その費用
を後日権利者に請求する。ただ実際に行政代執行した例はない。現状では50件ほどが勧告後に権利者自
ら空き家を取り壊しており、市の補助を受けて取り壊した例もある。

まちなか住まい支援事業は、中心市街地の居住促進ばかりで、郊外地域からの人口流出につながるので
はないか。

まちなか住まい支援事業は国の中心市街地活性化の予算に市の予算を上乗せする形をとっている。

まちなかの地区の高齢化率が高くなっているので斬新なアイデアで若者を呼び込んでほしい。

質問

回答国
見
公
民
館

北陸新幹線の開業前倒しについて、まだはっきりしていない。早くしないと石川県との格差が広がって
しまうのではないか。

北陸新幹線について福井開業前倒しに向けた国の方針が近いうちに出ることを待っている。

北陸新幹線の九頭竜川の工事の完了は何年頃になるのか。

平成34年度の北陸新幹線開通までには完了する。

下水道事業について以前から敷設の要望をしているが遅れている。早急に敷設できないのか。

平成32年度の下水道普及率100パーセントに向けて実施しているが進捗が遅れている。平成28年度に
経営戦略を策定する中で目標年度を明らかにするとしている。早急な実施を強く求めているが、諸
事情による若干の遅れはご理解願いたい。

平成27年度から下水道を利用できると聞いていたが延び延びになっている。早くしてほしい。不公平を
感じる。

質問

質問

回答

回答

東
藤
島
公
民
館

再質問

回答

北陸新幹線建設整備事業には沿線地域に対する環境整備があるとのことだが、文殊地区は対象に入って
いるのか。入っていないのであれば今後取り組む予定はあるのか。

現在の北陸新幹線建設整備事業は大部分が新幹線建設関係の予算であり、環境整備については今後本格
的に取り組んでいくことになる。

具体的にどのような環境整備になるのか。

まだ具体的なものはない。地元の要望を聞きながらの対応になる。

質問

回答

文
殊
公
民
館

NPO団体や公的活動に対するハピリンの会議室利用料の減免や会場費の助成を充実させてほしい。

安居公民館前の道路は県道で、聖苑前の道路は市道になっているが、除雪のタイミングがずれていて、
特に市道側が遅いため大変通行しにくくなっている。もう少し早くならないか。

県道と市道では、除雪の出動基準が違うので、時間にずれが生じる。また、市道は総延長が長いの
で、優先度の高いところ、例えば学校や病院などの周辺を先に行うことになるので、出動が遅くな
るところが出てくることもご理解を願いたい。

安
居
公
民
館

豊
公
民
館

意見
要望

意見
要望

質問

回答

意見
要望

地域おこし協力隊事業で、都市部の若者を中山間地域に受け入れるとなっているが、県外からは募集し
ないのか。

福井市内ではなく、県外からの募集による受け入れということである。

質問

回答

安
居
公
民
館

地域おこし協力隊事業の予算772万円の中には給与も含まれるのか。

給与を含んでおり、越廼、殿下、国見３地区合わせた総額である。

3地区でこの予算額ならば、給与が十分足りていないのではないか、給与の予算がもっとあれば事業活
動がしやすいのではないかと思われる。

質問

意見
要望

回答

国
見
公
民
館

質問

回答

回答

意見
要望

会　場 参加人数日　時

４月  ５日

４月  ７日

４月  ７日

４月12日

27人

25人

9人

5人

東 安 居 公 民 館

豊 公 民 館

東 藤 島 公 民 館

安 居 公 民 館

会　場 参加人数日　時

４月12日

４月14日

４月15日

４月15日

19人

112人

8人

43人

国 見 公 民 館

中 藤 島 公 民 館

日 之 出 公 民 館

文 殊 公 民 館
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教育民生委員会関係

議
会
運
営

委
員
会

　
皆
川
議
長
は
市
議
当
選
５
回
で
、

こ
の
間
、
副
議
長
、
建
設
、
経
済

企
業
委
員
長
の
ほ
か
、
議
会
運
営

委
員
長
な
ど
を
歴
任
し
ま
し
た
。

【
住
所
】

　
福
井
市
花
堂
中
２
丁
目
28―

26

監査委員

福井坂井地区広域市町村圏事務組合議会議員

こしの国広域事務組合議会議員
鯖江広域衛生施設組合議会議員
福井県後期高齢者医療広域連合議会議員
農業委員会委員

土地開発公社理事

都市計画審議会委員
民生委員推薦会委員
青少年問題協議会委員
少年愛護センター運営委員会委員
社会教育委員
通学区域審議会委員
学校給食運営委員会委員

堀川　秀樹　　島川　由美子
皆川　信正　　青木　幹雄　　吉田　琴一　　奥島　光晴
水島　秀晃
石丸　浜夫　　今村　辰和　　村田　耕一
堀川　秀樹　　伊藤　洋一　　福野　大輔
皆川　信正　　加藤　貞信　　池上　優徳
谷本　忠士　　藤田　諭
皆川　信正　　青木　幹雄　　堀江　廣海　　玉村　正人
瀧波　滋
田中　義乃　　後藤　裕幸
下畑　健二
島川　由美子
野嶋　祐記　　泉　　和弥
見谷　喜代三　中村　綾菜　　近藤　實
西村　公子　　青木　幹雄　　八田　一以
鈴木　正樹　　　矢　修一　　菅生　敬一

◆ 

皆
川 

信
正 

議
長

　
青
木
副
議
長
は
市
議
当
選
４
回

で
、
こ
の
間
、
総
務
、
建
設
、
経

済
企
業
委
員
長
の
ほ
か
、
議
会
運

営
委
員
長
な
ど
を
歴
任
し
ま
し
た
。

【
住
所
】

　
福
井
市
市
ノ
瀬
町
21―

18

◆ 

青
木 

幹
雄 

副
議
長

◎田中　義乃　　　○近藤　實　　　　　西村　公子　　　　見谷　喜代三　　　堀川　秀樹
　石丸　浜夫　　　　玉村　正人　　　　伊藤　洋一

◎谷本　忠士　　　○瀧波　滋　　　　　吉田　琴一　　　　鈴木　正樹　　　　島川　由美子
　泉　　和弥　　　　藤田　諭　　　　　八田　一以

◎村田　耕一　　　○池上　優徳　　　　加藤　貞信　　　　皆川　信正　　　　野嶋　祐記
　今村　辰和　　　　下畑　健二　　　　後藤　裕幸

◎見谷　喜代三　　○藤田　諭　　　　　堀川　秀樹　　　　石丸　浜夫　　　　今村　辰和
　下畑　健二　　　　　矢　修一　　　　八田　一以　　　　池上　優徳　　　　瀧波　滋

◎泉　　和弥　　　○下畑　健二　　　　吉田　琴一　　　　石丸　浜夫　　　　野嶋　祐記
　今村　辰和　　　　鈴木　正樹　　　　玉村　正人　　　　田中　義乃　　　　村田　耕一
　後藤　裕幸　　　　池上　優徳　　　　瀧波　滋　　　　　菅生　敬一　　　　福野　大輔

福井市議会委員会委員一覧

議会選出の各役職一覧

委　　　員　　　名委員会名

常

　
　任

　
　委

　
　員

　
　会

総

　
　務

建

　
　設

教
育
民
生

経
済
企
業

予

　
　算

特 

別 

委 

員 

会

◎委員長　○副委員長

（敬称略）

（敬称略）

◎　矢　修一　　　○福野　大輔　　　　青木　幹雄　　　　堀江　廣海　　　　奥島　光晴
　中村　綾菜　　　　水島　秀晃　　　　菅生　敬一

質問

回答

木田、中藤、森田地区の放課後児童クラブの待機児童の解消はいつになるか。
平成27年度に全地区において希望者全員が入れるようになった。中藤地区についてもスぺ―スが広がり
待機児童は解消されていると認識している。
ごみ処理施設整備事業費として1,200万円計上されている。事業内容が新ごみ処理施設整備検討委員会
の設置と整備計画等の策定とあるが、なぜこれだけの予算が必要になるのか。
大がかりな建設工事となる事もあり、外部機関に委託して進めていかなくてはならないことからこれだ
けのお金がかかると認識している。
これから民生委員は大事になる。交通費か何かの手当程度ではなく、民生委員の報酬をもっと引き上げ
るべき。やってもらうことや、権限もふやすべきではないか。

質問

回答

経済企業委員会関係
内　　　　　容会場

企業が本社機能を福井に移したときの特典や移してもらうための有効な仕掛けはないのか。福井の安全
面をPRすることも大切なのではないのか。
企業の意向を鑑みながら行っている。福井市も企業誘致に取り組んでおり、企業立地条例が改正され企
業に対する助成金が以前より増えた。ただ、そのような方法での企業誘致が経済活性化に繋がるのかど
うかの議論をしながら進めている。
八幡山、足羽山、兎越山の足羽三山は福井の宝である。桜、舗装、ガードレールの整備に加え、トイレ
が本当にきれいに清掃されていることに感謝している。

質問

回答

競輪行政について教えてほしい。
本場競輪だけではなく他の競輪場で行われているレースの場外販売も行って黒字運営に至っている。毎年１億円
を市の予算に繰り入れており、競輪場が開設されて以降、総額で250億円以上を市の予算に繰り入れている。

質問

回答

豊
公
民
館

東
安
居
公
民
館

公
民
館

東
藤
島

豊
公
民
館

電力の自由化に伴い、学校の屋上などに太陽光発電を設置する等、行政としての取り組みはあるのか。

新しく建設している建物には設置しているが、既存の建物となると耐荷重の問題などからできないところが多い。

質問

回答

中
藤
島
公
民
館

クリーンセンターにおいて事業体から出る機密書類等が再生出来るようなシステムをつくるべきではな
いか。先行自治体（京都、鹿児島等）を調査してはどうか。

意見
要望

意見
要望

意見
要望

中心市街地の記事はよく出てくるが、越前海岸周辺の事業はあまり出てこない、なぜガラガラ山総合公
園になったのか。交通量が過去に比べて半減している中、なぜ国見地区には行政の支援が弱いのか。
かつて隆盛を誇った水仙街道を復活させたい。点から線として越前海岸沿いの観光を整備したい。その
一環として市長からガラガラ山総合公園再整備の提案があり、議会が承認した。
越廼地区を含め、利用しやすい地区となるために道路整備が急務ではないか。生活道路としてだけでは
なく、観光施策として整備してほしい。

質問

回答

意見
要望

農産物ブランド化はふくい南青山２９１等で既にブランド化に取り組まれていたと思うが、さらに何をするのか。
現在、一押しの逸品等で取り組んでいるが、それらを売るための一層の取り組みが必要。例えば、金福す
いかは生産量が圧倒的に少なく、東京や大阪など大都市での需要に応えられないため、認知されていない。
このため生産量拡大に力を入れていく。さらに、ＰＲも対象を絞り込んでしっかり取り組んでいく。
永平寺町は森ビル等と組んでブランド戦略を進めている。福井市も一層の取り組みを進めてほしい。

質問

回答

通学路になっている農道でも改修するには地元負担が発生している。安全で快適な生活道の整備を地元
負担なしでしてもらえないか。
一般生活道路として使っているものは農道であろうがしっかり整備するよう地元から要望してほしい。

質問

回答

意見
要望

国
見
公
民
館

東
藤
島
公
民
館

文
殊
公
民
館

内　　　　　容会場
国民健康保険に限らず介護保険においても資産割がある。二重に課税するのはおかしいのではないか。

わずかではあるが改善している。議会としても改善に向けて働きかけているし、改めて議会の場におい
て議論すべき課題であると考えている。

質問

回答

国民健康保険税の資産割が固定資産税と二重（重複）課税ではないのか。自治体の判断で国民健康保険
税の資産割の算定をやめることができるのではないか。議会で否決できたのではないか。
国民健康保険税の資産割は減らす方向できており、長い目で減らしていくべきだろう。資産割の国民健
康保険特別会計への収入が一定の割合である。漸次減らしていく方向ではないか。

質問

回答

東
安
居
公
民
館

文
殊
公
民
館
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長
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長
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【
住
所
】

　
福
井
市
花
堂
中
２
丁
目
28―

26

監査委員

福井坂井地区広域市町村圏事務組合議会議員

こしの国広域事務組合議会議員
鯖江広域衛生施設組合議会議員
福井県後期高齢者医療広域連合議会議員
農業委員会委員

土地開発公社理事

都市計画審議会委員
民生委員推薦会委員
青少年問題協議会委員
少年愛護センター運営委員会委員
社会教育委員
通学区域審議会委員
学校給食運営委員会委員

堀川　秀樹　　島川　由美子
皆川　信正　　青木　幹雄　　吉田　琴一　　奥島　光晴
水島　秀晃
石丸　浜夫　　今村　辰和　　村田　耕一
堀川　秀樹　　伊藤　洋一　　福野　大輔
皆川　信正　　加藤　貞信　　池上　優徳
谷本　忠士　　藤田　諭
皆川　信正　　青木　幹雄　　堀江　廣海　　玉村　正人
瀧波　滋
田中　義乃　　後藤　裕幸
下畑　健二
島川　由美子
野嶋　祐記　　泉　　和弥
見谷　喜代三　中村　綾菜　　近藤　實
西村　公子　　青木　幹雄　　八田　一以
鈴木　正樹　　　矢　修一　　菅生　敬一
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皆
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信
正 
議
長

　
青
木
副
議
長
は
市
議
当
選
４
回

で
、
こ
の
間
、
総
務
、
建
設
、
経

済
企
業
委
員
長
の
ほ
か
、
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長
な
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を
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任
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【
住
所
】

　
福
井
市
市
ノ
瀬
町
21―

18

◆ 

青
木 

幹
雄 

副
議
長

◎田中　義乃　　　○近藤　實　　　　　西村　公子　　　　見谷　喜代三　　　堀川　秀樹
　石丸　浜夫　　　　玉村　正人　　　　伊藤　洋一

◎谷本　忠士　　　○瀧波　滋　　　　　吉田　琴一　　　　鈴木　正樹　　　　島川　由美子
　泉　　和弥　　　　藤田　諭　　　　　八田　一以

◎村田　耕一　　　○池上　優徳　　　　加藤　貞信　　　　皆川　信正　　　　野嶋　祐記
　今村　辰和　　　　下畑　健二　　　　後藤　裕幸

◎見谷　喜代三　　○藤田　諭　　　　　堀川　秀樹　　　　石丸　浜夫　　　　今村　辰和
　下畑　健二　　　　　矢　修一　　　　八田　一以　　　　池上　優徳　　　　瀧波　滋

◎泉　　和弥　　　○下畑　健二　　　　吉田　琴一　　　　石丸　浜夫　　　　野嶋　祐記
　今村　辰和　　　　鈴木　正樹　　　　玉村　正人　　　　田中　義乃　　　　村田　耕一
　後藤　裕幸　　　　池上　優徳　　　　瀧波　滋　　　　　菅生　敬一　　　　福野　大輔

福井市議会委員会委員一覧

議会選出の各役職一覧

委　　　員　　　名委員会名

常
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　委

　
　員

　
　会

総
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建

　
　設
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育
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経
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業

予

　
　算
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員 

会

◎委員長　○副委員長

（敬称略）

（敬称略）

◎　矢　修一　　　○福野　大輔　　　　青木　幹雄　　　　堀江　廣海　　　　奥島　光晴
　中村　綾菜　　　　水島　秀晃　　　　菅生　敬一

質問

回答

木田、中藤、森田地区の放課後児童クラブの待機児童の解消はいつになるか。
平成27年度に全地区において希望者全員が入れるようになった。中藤地区についてもスぺ―スが広がり
待機児童は解消されていると認識している。
ごみ処理施設整備事業費として1,200万円計上されている。事業内容が新ごみ処理施設整備検討委員会
の設置と整備計画等の策定とあるが、なぜこれだけの予算が必要になるのか。
大がかりな建設工事となる事もあり、外部機関に委託して進めていかなくてはならないことからこれだ
けのお金がかかると認識している。
これから民生委員は大事になる。交通費か何かの手当程度ではなく、民生委員の報酬をもっと引き上げ
るべき。やってもらうことや、権限もふやすべきではないか。

質問

回答

経済企業委員会関係
内　　　　　容会場

企業が本社機能を福井に移したときの特典や移してもらうための有効な仕掛けはないのか。福井の安全
面をPRすることも大切なのではないのか。
企業の意向を鑑みながら行っている。福井市も企業誘致に取り組んでおり、企業立地条例が改正され企
業に対する助成金が以前より増えた。ただ、そのような方法での企業誘致が経済活性化に繋がるのかど
うかの議論をしながら進めている。
八幡山、足羽山、兎越山の足羽三山は福井の宝である。桜、舗装、ガードレールの整備に加え、トイレ
が本当にきれいに清掃されていることに感謝している。

質問

回答

競輪行政について教えてほしい。
本場競輪だけではなく他の競輪場で行われているレースの場外販売も行って黒字運営に至っている。毎年１億円
を市の予算に繰り入れており、競輪場が開設されて以降、総額で250億円以上を市の予算に繰り入れている。

質問

回答

豊
公
民
館

東
安
居
公
民
館

公
民
館

東
藤
島

豊
公
民
館

電力の自由化に伴い、学校の屋上などに太陽光発電を設置する等、行政としての取り組みはあるのか。

新しく建設している建物には設置しているが、既存の建物となると耐荷重の問題などからできないところが多い。

質問

回答

中
藤
島
公
民
館

クリーンセンターにおいて事業体から出る機密書類等が再生出来るようなシステムをつくるべきではな
いか。先行自治体（京都、鹿児島等）を調査してはどうか。

意見
要望

意見
要望

意見
要望

中心市街地の記事はよく出てくるが、越前海岸周辺の事業はあまり出てこない、なぜガラガラ山総合公
園になったのか。交通量が過去に比べて半減している中、なぜ国見地区には行政の支援が弱いのか。
かつて隆盛を誇った水仙街道を復活させたい。点から線として越前海岸沿いの観光を整備したい。その
一環として市長からガラガラ山総合公園再整備の提案があり、議会が承認した。
越廼地区を含め、利用しやすい地区となるために道路整備が急務ではないか。生活道路としてだけでは
なく、観光施策として整備してほしい。

質問

回答

意見
要望

農産物ブランド化はふくい南青山２９１等で既にブランド化に取り組まれていたと思うが、さらに何をするのか。
現在、一押しの逸品等で取り組んでいるが、それらを売るための一層の取り組みが必要。例えば、金福す
いかは生産量が圧倒的に少なく、東京や大阪など大都市での需要に応えられないため、認知されていない。
このため生産量拡大に力を入れていく。さらに、ＰＲも対象を絞り込んでしっかり取り組んでいく。
永平寺町は森ビル等と組んでブランド戦略を進めている。福井市も一層の取り組みを進めてほしい。

質問

回答

通学路になっている農道でも改修するには地元負担が発生している。安全で快適な生活道の整備を地元
負担なしでしてもらえないか。
一般生活道路として使っているものは農道であろうがしっかり整備するよう地元から要望してほしい。

質問

回答

意見
要望

国
見
公
民
館

東
藤
島
公
民
館

文
殊
公
民
館

内　　　　　容会場
国民健康保険に限らず介護保険においても資産割がある。二重に課税するのはおかしいのではないか。

わずかではあるが改善している。議会としても改善に向けて働きかけているし、改めて議会の場におい
て議論すべき課題であると考えている。

質問

回答

国民健康保険税の資産割が固定資産税と二重（重複）課税ではないのか。自治体の判断で国民健康保険
税の資産割の算定をやめることができるのではないか。議会で否決できたのではないか。
国民健康保険税の資産割は減らす方向できており、長い目で減らしていくべきだろう。資産割の国民健
康保険特別会計への収入が一定の割合である。漸次減らしていく方向ではないか。

質問

回答

東
安
居
公
民
館

文
殊
公
民
館
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ふくいふくい

の
医
療
費
控
除
の
特
例
の
創
設
等
を

す
る
と
と
も
に
、
固
定
資
産
税
及
び

都
市
計
画
税
に
お
け
る
特
例
措
置
等

の
規
程
そ
の
他
所
要
の
規
定
の
整
備

を
行
う
も
の
で
す
。

○
福
井
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

　
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

　
め
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
国
が
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
一
部
改

正
し
た
こ
と
に
伴
い
、
本
市
に
お
い

て
も
小
規
模
保
育
事
業
Ａ
型
及
び
保

育
所
型
事
業
所
内
保
育
事
業
所
の
設

備
の
基
準
を
変
更
し
、ま
た
、職
員
配

置
に
係
る
特
例
を
定
め
る
も
の
で
す
。

○
福
井
市
体
育
施
設
条
例
の
一
部
改

　
正
に
つ
い
て

　
利
用
者
の
利
便
性
向
上
を
目
的
に
、

会
議
室
等
の
位
置
づ
け
を
変
更
し
、

新
た
に
照
明
料
金
を
設
定
す
る
な
ど

使
用
料
等
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

○
福
井
市
議
会
議
員
及
び
福
井
市
長

　
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
用
自

　
動
車
の
使
用
等
の
公
営
に
関
す
る

　
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
公
職
選
挙
法
施
行
令
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
福
井
市
議
会
議
員
並
び
に

福
井
市
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運

動
用
自
動
車
の
使
用
並
び
に
選
挙
運

動
用
ポ
ス
タ
ー
及
び
選
挙
運
動
用
ビ

ラ
の
作
成
の
公
営
に
要
す
る
経
費
の

額
を
改
め
る
も
の
で
す
。

今回議決した主な
議案等は次のとお
りです。
議案等の審議結果
は、14～15頁に掲
載しています。

主
な
議
案

主
な
議
案

固
定
資
産
評
価
員

　
内
田
弥
昭
氏
の
辞
任
に
伴
い
、
後

任
に
稲
津
昌
昭
氏
を
選
任
す
る
こ
と

に
同
意
し
ま
し
た
。

監
査
委
員

　
監
査
委
員
の
欠
員
を
補
充
す
る
た

め
、
堀
川
秀
樹
氏
と
島
川
由
美
子
氏

を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
補
正
予
算
は
、
一
般
会
計

で
２
億
８
，６
６
５
万
円
を
増
額
す

る
も
の
で
、
補
正
後
の
一
般
会
計
予

算
額
は
、
１
，１
２
５
億
９
，８
６
５

万
円
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
特
別
会
計
で
は
、
宅
地
造

成
特
別
会
計
で
、２
億
１
，０
０
０
万

円
、
企
業
会
計
で
は
、
下
水
道
事
業

会
計
で
２
億
５
，２
０
０
万
円
を
増

額
し
、
全
会
計
で
補
正
後
の
予
算
額

人
事
案
件

平
成
28
年
度
補
正
予
算

は
、
２
，２
２
２
億
９
，３
６
５
万
円

と
な
り
ま
す
。

○
一
般
会
計
補
正
予
算

　
永
平
寺
町
と
連
携
し
、観
光
地
の

魅
力
向
上
や
観
光
資
源
の
結
び
つ
き

を
強
化
す
る
と
と
も
に
、誘
客
や
観
光

消
費
の
拡
大
を
図
る
た
め
の
計
画
を

策
定
し
、広
域
的
な
周
遊
滞
在
型
観

光
を
進
め
る
、福
井
・
永
平
寺
周
遊
滞

在
型
観
光
推
進
計
画
策
定
事
業
や
、

西
墓
地
公
園
に
お
け
る
法
面
表
層
崩

壊
箇
所
の
復
旧
を
行
う
墓
地
公
園
法

面
復
旧
事
業
、ま
た
、本
市
の
魅
力
を

分
か
り
や
す
く
表
現
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
魅
力
を
活
用
し
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン

な
ど
を
推
進
す
る
た
め
の
、未
来
に
つ

な
ぐ
ふ
く
い「
魅
え
る
化
」
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
な
ど
に
２
億
８
，６
６
５
万
円
を

計
上
す
る
も
の
で
す
。

○
福
井
市
市
税
賦
課
徴
収
条
例
等
の

　
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

個
人
市
民
税
に
お
け
る
特
定
一
般
用

医
薬
品
等
購
入
費
を
支
払
っ
た
場
合

条

　例

各委員会の委員長
報告から、主な質
疑等の要旨を紹介
します。
（日程順に記載）

委
員
会
審
査

委
員
会
審
査

《
中
央
公
園
周
辺
再
整
備
事
業
》

　
　
　
中
央
公
園
の
堀
割
広
場
に
つ

　
　
　
い
て
は
、
以
前
の
計
画
か
ら

変
更
さ
れ
て
い
る
が
、
主
な
変
更
点

は
ど
こ
か
。
ま
た
、
そ
の
理
由
は
何

か
。

　
　
　
専
門
家
や
順
化
地
区
の
住
民

　
　
　
の
意
見
を
踏
ま
え
、
イ
ベ
ン

ト
や
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
等
と
し

て
使
い
勝
手
が
良
く
、
歴
史
を
体
感

し
て
も
ら
う
空
間
と
し
て
、
階
段
状

の
部
分
を
減
ら
し
、
フ
ラ
ッ
ト
な
部

分
を
広
く
と
る
変
更
を
行
っ
た
。
ま

た
、
広
場
か
ら
市
役
所
地
下
へ
の
出

入
り
に
つ
い
て
は
、
将
来
、
市
役
所

庁
舎
の
方
向
性
に
合
わ
せ
て
検
討
す

る
こ
と
と
し
、
そ
の
際
不
要
な
手
戻

り
が
生
じ
な
い
よ
う
、
当
面
は
土
を

盛
っ
た
形
に
し
て
お
く
。

《
県
庁
線
》

　
　
　
県
庁
線
の
荷
さ
ば
き
場
所
と

　
　
　
車
止
め
に
つ
い
て
は
、
ど
の

よ
う
な
整
備
方
針
か
。
ま
た
、
そ
れ

は
地
元
の
商
業
者
等
の
意
見
を
踏
ま

え
た
も
の
か
。

　
　
　
荷
さ
ば
き
場
所
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
車
道
を
幅
員
が
異
な
る
曲
線

形
で
整
備
す
る
こ
と
で
、
幅
の
広
い

と
こ
ろ
を
利
用
し
て
も
ら
う
こ
と
と

し
、
車
止
め
に
つ
い
て
は
、
イ
ベ
ン

ト
空
間
と
し
て
も
利
用
で
き
る
よ
う
、

脱
着
可
能
方
式
で
設
置
す
る
。
ま
た
、

地
元
の
方
と
は
県
庁
線
準
備
委
員
会

と
い
う
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
つ
く
る

組
織
を
設
け
て
お
り
、
歩
行
者
優
先

の
道
路
に
す
る
と
い
う
事
業
計
画
を

説
明
し
た
上
で
、
実
施
す
る
も
の
で

あ
る
。

答
Answer

問
Question

問
Question

答
Answer

問
Question

《
福
井
市
議
会
議
員
及
び
福
井
市

長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
用

自
動
車
の
使
用
等
の
公
営
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
》

　
　
　
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使
用

　
　
　
や
、
ポ
ス
タ
ー
、
ビ
ラ
の
作

成
に
係
る
公
費
負
担
の
限
度
額
は
、

ど
の
よ
う
に
決
定
し
た
の
か
。

　
　
　
公
職
選
挙
法
施
行
令
の
改
正

　
　
　
に
よ
り
引
き
上
げ
ら
れ
た
国

政
選
挙
に
お
け
る
選
挙
公
営
の
限
度

額
に
準
じ
て
そ
の
額
を
決
定
し
た
。

《
福
井
市
市
税
賦
課
徴
収
条
例
等

の
一
部
改
正
》

　
　
　
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
推
進
の
た
め
の
医
療
費
控
除

の
特
例
が
創
設
さ
れ
、
ス
イ
ッ
チ
Ｏ

Ｔ
Ｃ
薬
が
対
象
に
な
る
と
の
こ
と
だ

が
、
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬
と
は
ど
の

よ
う
な
薬
か
。

　
　
　
厚
生
労
働
省
が
示
す
成
分
が

　
　
　
含
ま
れ
て
い
る
も
の
で
、
医

療
用
医
薬
品
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い

た
も
の
が
一
般
用
医
薬
品
と
し
て
販

売
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
薬
で
あ
る
。

《
墓
地
公
園
法
面
復
旧
事
業
》

　
　
　
足
羽
山
の
西
墓
地
陥
没
事
故

　
　
　
に
よ
っ
て
大
き
な
被
害
が
あ

答
Answer

答
Answer

問
Question

答
Answer

っ
た
が
、
そ
の
後
の
取
り
組
み
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
墓
参
者
や
通
行
人
の
安
全
の

　
　
　
た
め
、
現
地
に
ウ
ェ
ブ
カ
メ

ラ
を
設
置
し
、
公
園
課
内
に
お
い
て

常
に
監
視
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

１
週
間
に
１
度
は
職
員
が
西
墓
地
の

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
お
り
、
今
後

も
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

《
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
・
福
井
鉄
道
相
互

乗
り
入
れ
関
連
施
設
整
備
事
業
》

　
　
　
田
原
町
駅
の
多
目
的
待
合
施

　
　
　
設
の
設
備
内
容
や
使
用
条
件

は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
設
備
と
し
て
は
待
合
の
た
め

　
　
　
に
座
れ
る
場
所
と
、
簡
単
な

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
が
で
き
る
よ
う
な
、

少
し
広
い
場
所
を
備
え
た
も
の
を
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
使
用
条
件
に
つ

い
て
は
、
地
元
住
民
や
鉄
道
事
業
者

と
協
議
し
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

《
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
福
井
競
輪
場
中
央
ス
タ
ン
ド
棟

耐
震
補
強
及
び
改
修
工
事
）》

　
　
　
工
事
期
間
中
の
競
輪
の
開
催

　
　
　
予
定
は
。

　
　
　
工
事
期
間
中
も
競
輪
を
予
定

　
　
　
ど
お
り
開
催
す
る
。
そ
の
た

め
、
無
理
の
な
い
運
営
が
で
き
る
よ

う
日
程
調
整
を
し
て
い
く
。

答
Answer

問
Question

問
Question

答
Answer

答
Answer

問
Question

答
Answer

問
Question

　
　
　
今
回
耐
震
補
強
を
す
る
中
央

　
　
　
ス
タ
ン
ド
以
外
の
耐
震
の
状

況
は
。

　
　
　
福
井
競
輪
場
で
耐
震
診
断
を

　
　
　
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
部
分

は
中
央
ス
タ
ン
ド
の
他
に
サ
イ
ク
ル

シ
ア
タ
ー
と
選
手
管
理
棟
の
２
箇
所

で
あ
る
が
、
サ
イ
ク
ル
シ
ア
タ
ー
は

昭
和
56
年
の
建
築
基
準
法
改
正
以
降

に
建
て
ら
れ
た
た
め
耐
震
診
断
の
必

要
が
な
く
、
選
手
管
理
棟
は
す
で
に

耐
震
補
強
を
し
て
い
る
。

《
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
森
田
小
学
校
校
舎
増
築
工
事
）》

　
　
　
工
期
が
平
成
29
年
３
月
17
日

　
　
　
ま
で
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ

の
間
の
授
業
へ
の
配
慮
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

　
　
　
工
事
に
当
た
り
授
業
に
差
し

　
　
　
支
え
な
い
よ
う
に
夏
休
み
の

時
期
を
利
用
し
た
り
、
児
童
の
安
全

を
確
保
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
と
っ

て
い
く
。

　
　
　
今
後
校
区
内
の
児
童
数
が
予

　
　
　
測
よ
り
も
増
え
た
場
合
の
対

策
は
ど
う
す
る
の
か
。

　
　
　
余
裕
教
室
の
改
修
や
、
一
時

　
　
　
的
な
こ
と
で
あ
れ
ば
、
プ
レ

ハ
ブ
校
舎
の
建
設
と
い
っ
た
対
応
を

検
討
し
て
い
く
。

問
Question

《
新
幹
線
の
用
地
取
得
の
対
象
と

な
ら
な
か
っ
た
残
地
の
活
用
法
》

　
　
　
残
地
に
つ
い
て
様
々
な
活
用

　
　
　
方
法
が
あ
る
こ
と
が
地
権
者

や
地
元
住
民
に
は
十
分
に
知
ら
れ
て

い
な
い
現
状
で
は
、
残
地
は
そ
の
ま

ま
の
状
態
と
な
り
、
有
効
に
活
用
さ

れ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対

し
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

　
　
　
今
後
、
地
元
協
議
等
の
機
会

　
　
　
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
残
地
の

活
用
方
法
を
知
ら
せ
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
市
が
で
き
る
活
用
方
法
に
つ

い
て
も
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　
　
北
陸
新
幹
線
に
沿
っ
て
整
備

　
　
　
さ
れ
る
都
市
計
画
道
路
福
井

森
田
道
路
用
地
の
残
地
に
つ
い
て
も

北
陸
新
幹
線
関
連
公
共
施
設
等
整
備

事
業
を
初
め
と
す
る
残
地
の
活
用
例

の
対
象
と
な
る
の
か
。

　
　
　
都
市
計
画
道
路
福
井
森
田
道

　
　
　
路
は
北
陸
新
幹
線
と
一
体
的

に
整
備
さ
れ
る
の
で
対
象
と
な
る
。

《
福
井
市
中
央
卸
売
市
場
中
長
期

プ
ラ
ン
中
間
検
証
》

　
　
　
検
証
項
目
の
「
経
営
統
合
を

　
　
　
推
進
す
る
た
め
の
研
究
」
は

成
果
が
上
が
ら
な
か
っ
た
と
あ
る
が
、

今
後
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

　
　
　
市
場
全
体
の
売
上
高
が
減
っ

　
　
　
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
仲

卸
業
者
が
合
併
等
に
よ
り
経
営
基
盤

を
強
化
し
て
い
く
必
要
性
が
あ
る
た

め
、
今
後
も
仲
卸
業
者
に
働
き
か
け

て
い
く
。

答
Answer

答
Answer

問
Question

問
Question

問
Question

答
Answer

問
Question

答
Answer

地
域
の
活
力
創
造
対
策
特
別
委
員
会

県
都
の
魅
力
創
出
対
策
特
別
委
員
会

建
設
委
員
会

総
務
委
員
会

経
済
企
業
委
員
会

教
育
民
生
委
員
会

５
月
臨
時
会

６
月
定
例
会

中央公園周辺整備事業全体計画平面図
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ふくいふくい

の
医
療
費
控
除
の
特
例
の
創
設
等
を

す
る
と
と
も
に
、
固
定
資
産
税
及
び

都
市
計
画
税
に
お
け
る
特
例
措
置
等

の
規
程
そ
の
他
所
要
の
規
定
の
整
備

を
行
う
も
の
で
す
。

○
福
井
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

　
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

　
め
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
国
が
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
一
部
改

正
し
た
こ
と
に
伴
い
、
本
市
に
お
い

て
も
小
規
模
保
育
事
業
Ａ
型
及
び
保

育
所
型
事
業
所
内
保
育
事
業
所
の
設

備
の
基
準
を
変
更
し
、ま
た
、職
員
配

置
に
係
る
特
例
を
定
め
る
も
の
で
す
。

○
福
井
市
体
育
施
設
条
例
の
一
部
改

　
正
に
つ
い
て

　
利
用
者
の
利
便
性
向
上
を
目
的
に
、

会
議
室
等
の
位
置
づ
け
を
変
更
し
、

新
た
に
照
明
料
金
を
設
定
す
る
な
ど

使
用
料
等
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

○
福
井
市
議
会
議
員
及
び
福
井
市
長

　
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
用
自

　
動
車
の
使
用
等
の
公
営
に
関
す
る

　
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
公
職
選
挙
法
施
行
令
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
福
井
市
議
会
議
員
並
び
に

福
井
市
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運

動
用
自
動
車
の
使
用
並
び
に
選
挙
運

動
用
ポ
ス
タ
ー
及
び
選
挙
運
動
用
ビ

ラ
の
作
成
の
公
営
に
要
す
る
経
費
の

額
を
改
め
る
も
の
で
す
。

今回議決した主な
議案等は次のとお
りです。
議案等の審議結果
は、14～15頁に掲
載しています。

主
な
議
案

主
な
議
案

固
定
資
産
評
価
員

　
内
田
弥
昭
氏
の
辞
任
に
伴
い
、
後

任
に
稲
津
昌
昭
氏
を
選
任
す
る
こ
と

に
同
意
し
ま
し
た
。

監
査
委
員

　
監
査
委
員
の
欠
員
を
補
充
す
る
た

め
、
堀
川
秀
樹
氏
と
島
川
由
美
子
氏

を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
補
正
予
算
は
、
一
般
会
計

で
２
億
８
，６
６
５
万
円
を
増
額
す

る
も
の
で
、
補
正
後
の
一
般
会
計
予

算
額
は
、
１
，１
２
５
億
９
，８
６
５

万
円
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
特
別
会
計
で
は
、
宅
地
造

成
特
別
会
計
で
、２
億
１
，０
０
０
万

円
、
企
業
会
計
で
は
、
下
水
道
事
業

会
計
で
２
億
５
，２
０
０
万
円
を
増

額
し
、
全
会
計
で
補
正
後
の
予
算
額

人
事
案
件

平
成
28
年
度
補
正
予
算

は
、
２
，２
２
２
億
９
，３
６
５
万
円

と
な
り
ま
す
。

○
一
般
会
計
補
正
予
算

　
永
平
寺
町
と
連
携
し
、観
光
地
の

魅
力
向
上
や
観
光
資
源
の
結
び
つ
き

を
強
化
す
る
と
と
も
に
、誘
客
や
観
光

消
費
の
拡
大
を
図
る
た
め
の
計
画
を

策
定
し
、広
域
的
な
周
遊
滞
在
型
観

光
を
進
め
る
、福
井
・
永
平
寺
周
遊
滞

在
型
観
光
推
進
計
画
策
定
事
業
や
、

西
墓
地
公
園
に
お
け
る
法
面
表
層
崩

壊
箇
所
の
復
旧
を
行
う
墓
地
公
園
法

面
復
旧
事
業
、ま
た
、本
市
の
魅
力
を

分
か
り
や
す
く
表
現
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
魅
力
を
活
用
し
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン

な
ど
を
推
進
す
る
た
め
の
、未
来
に
つ

な
ぐ
ふ
く
い「
魅
え
る
化
」
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
な
ど
に
２
億
８
，６
６
５
万
円
を

計
上
す
る
も
の
で
す
。

○
福
井
市
市
税
賦
課
徴
収
条
例
等
の

　
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

個
人
市
民
税
に
お
け
る
特
定
一
般
用

医
薬
品
等
購
入
費
を
支
払
っ
た
場
合

条

　例

各委員会の委員長
報告から、主な質
疑等の要旨を紹介
します。
（日程順に記載）

委
員
会
審
査

委
員
会
審
査

《
中
央
公
園
周
辺
再
整
備
事
業
》

　
　
　
中
央
公
園
の
堀
割
広
場
に
つ

　
　
　
い
て
は
、
以
前
の
計
画
か
ら

変
更
さ
れ
て
い
る
が
、
主
な
変
更
点

は
ど
こ
か
。
ま
た
、
そ
の
理
由
は
何

か
。

　
　
　
専
門
家
や
順
化
地
区
の
住
民

　
　
　
の
意
見
を
踏
ま
え
、
イ
ベ
ン

ト
や
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
等
と
し

て
使
い
勝
手
が
良
く
、
歴
史
を
体
感

し
て
も
ら
う
空
間
と
し
て
、
階
段
状

の
部
分
を
減
ら
し
、
フ
ラ
ッ
ト
な
部

分
を
広
く
と
る
変
更
を
行
っ
た
。
ま

た
、
広
場
か
ら
市
役
所
地
下
へ
の
出

入
り
に
つ
い
て
は
、
将
来
、
市
役
所

庁
舎
の
方
向
性
に
合
わ
せ
て
検
討
す

る
こ
と
と
し
、
そ
の
際
不
要
な
手
戻

り
が
生
じ
な
い
よ
う
、
当
面
は
土
を

盛
っ
た
形
に
し
て
お
く
。

《
県
庁
線
》

　
　
　
県
庁
線
の
荷
さ
ば
き
場
所
と

　
　
　
車
止
め
に
つ
い
て
は
、
ど
の

よ
う
な
整
備
方
針
か
。
ま
た
、
そ
れ

は
地
元
の
商
業
者
等
の
意
見
を
踏
ま

え
た
も
の
か
。

　
　
　
荷
さ
ば
き
場
所
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
車
道
を
幅
員
が
異
な
る
曲
線

形
で
整
備
す
る
こ
と
で
、
幅
の
広
い

と
こ
ろ
を
利
用
し
て
も
ら
う
こ
と
と

し
、
車
止
め
に
つ
い
て
は
、
イ
ベ
ン

ト
空
間
と
し
て
も
利
用
で
き
る
よ
う
、

脱
着
可
能
方
式
で
設
置
す
る
。
ま
た
、

地
元
の
方
と
は
県
庁
線
準
備
委
員
会

と
い
う
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
つ
く
る

組
織
を
設
け
て
お
り
、
歩
行
者
優
先

の
道
路
に
す
る
と
い
う
事
業
計
画
を

説
明
し
た
上
で
、
実
施
す
る
も
の
で

あ
る
。

答
Answer

問
Question

問
Question

答
Answer

問
Question

《
福
井
市
議
会
議
員
及
び
福
井
市

長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
用

自
動
車
の
使
用
等
の
公
営
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
》

　
　
　
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使
用

　
　
　
や
、
ポ
ス
タ
ー
、
ビ
ラ
の
作

成
に
係
る
公
費
負
担
の
限
度
額
は
、

ど
の
よ
う
に
決
定
し
た
の
か
。

　
　
　
公
職
選
挙
法
施
行
令
の
改
正

　
　
　
に
よ
り
引
き
上
げ
ら
れ
た
国

政
選
挙
に
お
け
る
選
挙
公
営
の
限
度

額
に
準
じ
て
そ
の
額
を
決
定
し
た
。

《
福
井
市
市
税
賦
課
徴
収
条
例
等

の
一
部
改
正
》

　
　
　
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
推
進
の
た
め
の
医
療
費
控
除

の
特
例
が
創
設
さ
れ
、
ス
イ
ッ
チ
Ｏ

Ｔ
Ｃ
薬
が
対
象
に
な
る
と
の
こ
と
だ

が
、
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬
と
は
ど
の

よ
う
な
薬
か
。

　
　
　
厚
生
労
働
省
が
示
す
成
分
が

　
　
　
含
ま
れ
て
い
る
も
の
で
、
医

療
用
医
薬
品
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い

た
も
の
が
一
般
用
医
薬
品
と
し
て
販

売
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
薬
で
あ
る
。

《
墓
地
公
園
法
面
復
旧
事
業
》

　
　
　
足
羽
山
の
西
墓
地
陥
没
事
故

　
　
　
に
よ
っ
て
大
き
な
被
害
が
あ

答
Answer

答
Answer

問
Question

答
Answer

っ
た
が
、
そ
の
後
の
取
り
組
み
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
墓
参
者
や
通
行
人
の
安
全
の

　
　
　
た
め
、
現
地
に
ウ
ェ
ブ
カ
メ

ラ
を
設
置
し
、
公
園
課
内
に
お
い
て

常
に
監
視
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

１
週
間
に
１
度
は
職
員
が
西
墓
地
の

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
お
り
、
今
後

も
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

《
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
・
福
井
鉄
道
相
互

乗
り
入
れ
関
連
施
設
整
備
事
業
》

　
　
　
田
原
町
駅
の
多
目
的
待
合
施

　
　
　
設
の
設
備
内
容
や
使
用
条
件

は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
設
備
と
し
て
は
待
合
の
た
め

　
　
　
に
座
れ
る
場
所
と
、
簡
単
な

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
が
で
き
る
よ
う
な
、

少
し
広
い
場
所
を
備
え
た
も
の
を
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
使
用
条
件
に
つ

い
て
は
、
地
元
住
民
や
鉄
道
事
業
者

と
協
議
し
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

《
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
福
井
競
輪
場
中
央
ス
タ
ン
ド
棟

耐
震
補
強
及
び
改
修
工
事
）》

　
　
　
工
事
期
間
中
の
競
輪
の
開
催

　
　
　
予
定
は
。

　
　
　
工
事
期
間
中
も
競
輪
を
予
定

　
　
　
ど
お
り
開
催
す
る
。
そ
の
た

め
、
無
理
の
な
い
運
営
が
で
き
る
よ

う
日
程
調
整
を
し
て
い
く
。

答
Answer

問
Question

問
Question

答
Answer

答
Answer

問
Question

答
Answer

問
Question

　
　
　
今
回
耐
震
補
強
を
す
る
中
央

　
　
　
ス
タ
ン
ド
以
外
の
耐
震
の
状

況
は
。

　
　
　
福
井
競
輪
場
で
耐
震
診
断
を

　
　
　
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
部
分

は
中
央
ス
タ
ン
ド
の
他
に
サ
イ
ク
ル

シ
ア
タ
ー
と
選
手
管
理
棟
の
２
箇
所

で
あ
る
が
、
サ
イ
ク
ル
シ
ア
タ
ー
は

昭
和
56
年
の
建
築
基
準
法
改
正
以
降

に
建
て
ら
れ
た
た
め
耐
震
診
断
の
必

要
が
な
く
、
選
手
管
理
棟
は
す
で
に

耐
震
補
強
を
し
て
い
る
。

《
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
森
田
小
学
校
校
舎
増
築
工
事
）》

　
　
　
工
期
が
平
成
29
年
３
月
17
日

　
　
　
ま
で
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ

の
間
の
授
業
へ
の
配
慮
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

　
　
　
工
事
に
当
た
り
授
業
に
差
し

　
　
　
支
え
な
い
よ
う
に
夏
休
み
の

時
期
を
利
用
し
た
り
、
児
童
の
安
全

を
確
保
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
と
っ

て
い
く
。

　
　
　
今
後
校
区
内
の
児
童
数
が
予

　
　
　
測
よ
り
も
増
え
た
場
合
の
対

策
は
ど
う
す
る
の
か
。

　
　
　
余
裕
教
室
の
改
修
や
、
一
時

　
　
　
的
な
こ
と
で
あ
れ
ば
、
プ
レ

ハ
ブ
校
舎
の
建
設
と
い
っ
た
対
応
を

検
討
し
て
い
く
。

問
Question

《
新
幹
線
の
用
地
取
得
の
対
象
と

な
ら
な
か
っ
た
残
地
の
活
用
法
》

　
　
　
残
地
に
つ
い
て
様
々
な
活
用

　
　
　
方
法
が
あ
る
こ
と
が
地
権
者

や
地
元
住
民
に
は
十
分
に
知
ら
れ
て

い
な
い
現
状
で
は
、
残
地
は
そ
の
ま

ま
の
状
態
と
な
り
、
有
効
に
活
用
さ

れ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対

し
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

　
　
　
今
後
、
地
元
協
議
等
の
機
会

　
　
　
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
残
地
の

活
用
方
法
を
知
ら
せ
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
市
が
で
き
る
活
用
方
法
に
つ

い
て
も
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　
　
北
陸
新
幹
線
に
沿
っ
て
整
備

　
　
　
さ
れ
る
都
市
計
画
道
路
福
井

森
田
道
路
用
地
の
残
地
に
つ
い
て
も

北
陸
新
幹
線
関
連
公
共
施
設
等
整
備

事
業
を
初
め
と
す
る
残
地
の
活
用
例

の
対
象
と
な
る
の
か
。

　
　
　
都
市
計
画
道
路
福
井
森
田
道

　
　
　
路
は
北
陸
新
幹
線
と
一
体
的

に
整
備
さ
れ
る
の
で
対
象
と
な
る
。

《
福
井
市
中
央
卸
売
市
場
中
長
期

プ
ラ
ン
中
間
検
証
》

　
　
　
検
証
項
目
の
「
経
営
統
合
を

　
　
　
推
進
す
る
た
め
の
研
究
」
は

成
果
が
上
が
ら
な
か
っ
た
と
あ
る
が
、

今
後
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

　
　
　
市
場
全
体
の
売
上
高
が
減
っ

　
　
　
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
仲

卸
業
者
が
合
併
等
に
よ
り
経
営
基
盤

を
強
化
し
て
い
く
必
要
性
が
あ
る
た

め
、
今
後
も
仲
卸
業
者
に
働
き
か
け

て
い
く
。

答
Answer

答
Answer

問
Question

問
Question

問
Question

答
Answer

問
Question

答
Answer

地
域
の
活
力
創
造
対
策
特
別
委
員
会

県
都
の
魅
力
創
出
対
策
特
別
委
員
会

建
設
委
員
会

総
務
委
員
会

経
済
企
業
委
員
会

教
育
民
生
委
員
会

５
月
臨
時
会

６
月
定
例
会

中央公園周辺整備事業全体計画平面図
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一　般　質　問

ふくいふくい

①　池上　優徳（一真会） ②　野嶋　祐記（志政会） ③　　矢　修一（市民クラブ）

④　下畑　健二（公明党） ⑤　堀江　廣海（一真会） ⑥　藤田　諭（志政会）

平
成
28
年
熊
本
地
震
と
地
域
防

災
計
画
に
つ
い
て

　
本
市
の
災
害
時
に
自
力
避
難
が

難
し
い
と
思
わ
れ
る
人
は
何
人
い

る
と
想
定
さ
れ
る
の
か
。
福
祉
避

難
所
に
つ
い
て
、
施
設
数
と
受
け

入
れ
可
能
者
数
、
開
設
の
手
順
及

び
物
資
の
備
蓄
状
況
は
。

　
ま
た
、
今
回
の
熊
本
地
震
を
教

訓
に
、
避
難
所
の
設
置
や
運
営
の

あ
り
方
を
含
め
地
域
防
災
計
画
へ

ど
の
よ
う
に
反
映
し
て
い
く
の
か
。

　
本
市
の
避
難
行
動
要
支
援
者
数

は
約
１
６
，
０
０
０
人
で
あ
り
、

福
祉
避
難
所
の
数
は
平
成
27
年
度

末
で
81
カ
所
、
約
７
０
０
人
の
受

け
入
れ
が
可
能
で
あ
る
。
開
設
に

つ
い
て
は
指
定
避
難
所
で
避
難
者

の
状
況
を
確
認
し
、
協
議
の
上
で

行
い
、
物
資
は
市
の
備
蓄
を
活
用

す
る
。

　
地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て
は
、

平
成
28
年
熊
本
地
震
に
お
け
る
課

題
と
対
応
策
に
つ
い
て
関
係
機
関

と
協
議
を
行
い
、
よ
り
実
効
性
の

高
い
も
の
へ
見
直
し
を
図
る
。

回

　
　答

質

　
　問

回

　
　答

質

　
　問

福
井
駅
西
口
広
場
に
つ
い
て

　
福
井
駅
西
口
広
場
が
供
用
さ
れ
、

ス
ム
ー
ズ
に
バ
ス
や
電
車
の
乗
り

継
ぎ
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

路
線
バ
ス
の
１
０
０
円
区
間
の
利

用
状
況
は
。

　
相
互
乗
り
入
れ
に
お
け
る
信
号

や
警
報
の
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
究
明

や
対
策
は
万
全
か
。

　
バ
ス
、
電
車
等
の
公
共
交
通
機

関
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
型
電
子
マ
ネ
ー

の
導
入
を
本
格
的
に
検
討
す
べ
き

と
考
え
る
が
市
の
考
え
は
。

　
路
線
バ
ス
の
１
０
０
円
区
間
の

導
入
後
、
乗
車
人
数
が
倍
増
し
た
。

相
互
乗
り
入
れ
に
お
け
る
信
号
や

警
報
の
ト
ラ
ブ
ル
は
、
そ
の
都
度

原
因
を
究
明
し
、
対
策
し
て
い
る
。

ま
た
再
発
防
止
に
つ
い
て
、
事
業

者
に
求
め
て
い
く
。

　
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
導
入
に
つ
い
て

は
、
コ
ス
ト
面
等
の
課
題
も
あ
る

が
、
先
行
事
例
を
参
考
に
し
な
が

ら
研
究
し
て
い
く
。

一
般
質
問
要
旨

１　平成２８年熊本地震と地域防災計画について １　福井駅西口広場について

２　ハピリン及びハピテラスのこれからについて

３　公職選挙法等の一部を改正する法律施行に伴

　　う第２４回参議院議員通常選挙における対応

　　について

１　平成２８年熊本地震から学ぶ本市の危機管理

　　について

２　発達障害者支援法の改正における本市の施策

　　について

３　ハピリンの今後の運営について

１　新しい時代の教育について

２　地域担当職員制度について

１　「全国に誇れるふくい」の実現に向けた魅力

　　の向上と発信について

２　福井駅周辺整備による交流人口の今後の動向

　　について

３　学校教育について

⑦　吉田　琴一（市民クラブ） ⑧　西村　公子（日本共産党議員団） ⑨　鈴木　正樹（日本共産党議員団）

１　第六次福井市総合計画の取り組みの進捗状況

　　と評価、並びに第七次福井市総合計画の策定

　　に向けた課題について

２　誤配や誤食による食物アレルギーの対応につ

　　いて

３　マイナンバーカードの交付状況と今後の対応

　　について

１　平成２８年熊本地震災害と災害対策の強化に

　　ついて

２　原発ゼロの実現と市の原発防災対策、自然再

　　生エネルギー普及の取り組みについて

３　北陸新幹線延伸と在来線特急の存続について

４　全国学力調査について

１　地方自治と安保法制、自民党改憲案について

２　アベノミクスや消費税増税の本市への影響と

　　対策について

３　保育の規制緩和と今求められる保育の質の向

　　上について

⑩　後藤　裕幸（志政会） ⑪　水島　秀晃（志政会） ⑫　近藤　實（志政会）

１　高齢者対策について

２　橋梁等の長寿命化対策について

３　町名・自治会名の表示状況について

４　国体施設等の整備状況とおもてなしの取り組

　　みについて

１　福井市の文化政策について １　セーレンプラネットについて

２　ふるさと納税について

３　退職手当債、福井市の財政（地方債残高、債

　　務負担行為額、積立金、プライマリーバラン

　　ス）について

４　福井市職員が専門家であること、人事について

５　適切な結婚教育について

⑬　奥島　光晴（一真会） ⑭　瀧波　滋（志政会） ⑮　福野　大輔（一真会）

１　北陸新幹線について

２　教職員の人事評価について

３　幼児教育の重要性について

１　市民の山足羽三山の未来について

２　豊地区の遊休地の活用について

１　ふるさと納税について

２　本市の保育行政について

３　公民館事業を通した地域愛の醸成について

⑯　菅生　敬一（公明党） ⑰　泉　和弥（一真会） ⑱　中村　綾菜（市民クラブ）

１　平成２８年熊本地震を受けての福井市の防災

　　対策について

２　障害者差別解消法の運用について

３　北陸新幹線延伸の際の並行在来線について

１　道づくりについて １　女性の活躍推進について

２　おいしいふくい条例について

⑲　八田　一以（一真会） ⑳　村田　耕一（市民クラブ）

１　福井市の地方創生（交付金の獲得）について １　本市の共生社会推進に向けたインクルージョ

　　ンへの取り組みについて

２　省エネルギーを推進し、持続可能な社会を目

　　指す取り組みについて

３　里山などの環境整備について

当面する諸問題について市の考え方を質問するため、6月13日から15日までの3日間、
20人の議員が一般質問を行いました。
※ 議員名の前の番号は質問順、（　）内は会派名、質問内容の掲載は大項目のみです。

（敬称略）

１　中核市移行への取り組みについて

２　地方版ハローワーク設置について

３　環境にやさしいまちづくりについて

４　小中一貫教育について

野嶋 祐記 議
員

志政会

のじま　ゆうき

平
成
28
年
熊
本
地
震
か
ら
学
ぶ

本
市
の
危
機
管
理
に
つ
い
て

　
熊
本
地
震
で
は
、
支
援
物
資
が

届
く
ま
で
水
と
食
糧
が
な
く
、
大

変
苦
労
し
て
い
た
。
本
市
で
は
、

総
合
防
災
訓
練
の
と
き
に
、
３
日

分
の
水
、
食
糧
を
備
蓄
す
る
よ
う
、

徹
底
す
べ
き
で
は
。

　
福
祉
避
難
所
は
、
拠
点
避
難
所

と
同
じ
よ
う
に
開
設
し
、
人
員
も

配
置
す
べ
き
で
は
。

　
総
合
防
災
訓
練
の
と
き
に
、
全

て
の
地
区
で
、
家
庭
で
食
糧
を
備

蓄
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
呼
び
か

け
る
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、
家
庭
備

蓄
に
つ
い
て
周
知
徹
底
す
る
。

　
福
祉
避
難
所
に
つ
い
て
は
指
定

避
難
所
で
避
難
者
の
状
況
を
確
認

し
た
上
で
開
設
し
て
い
る
が
、
今

後
迅
速
な
対
応
に
つ
い
て
検
討
す

る
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
市
の

職
員
を
派
遣
し
、
福
祉
避
難
所
の

管
理
運
営
に
当
た
る
。

回

　
　答

質

　
　問

　矢 修一 議
員

市民クラブ

かたや　しゅういち

市
庁
舎
内
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
設
置

に
つ
い
て

　
住
民
に
身
近
な
市
役
所
に
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
機
能
を
設
置
す
る
こ

と
に
よ
り
、
生
活
困
窮
者
、
若
者
、

女
性
等
に
手
厚
い
生
活
相
談
や
職

業
紹
介
が
で
き
る
と
期
待
さ
れ
る

が
、
設
置
に
向
け
た
労
働
局
や
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
協
議
や
取
り
組

み
の
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
本
市
に
と
っ
て
も
、
生
活
保
護

受
給
者
を
含
む
生
活
困
窮
者
の
自

立
に
向
け
た
就
労
支
援
は
重
要
な

課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
庁
舎
内

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
設
置
し
、
無
料

職
業
紹
介
と
福
祉
支
援
業
務
を
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
行
う
一
体
的
支
援

が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
、
本
年
、
福
井
労
働

局
の
調
査
に
対
し
、
設
置
の
意
向

を
伝
え
て
お
り
、
厚
生
労
働
省
に

も
そ
の
旨
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
今
後
も
設
置
の
早
期
実
現
に
向

け
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

回

　
　答

質

　
　問

下畑 健二 議
員

公明党

しもばた　けんじ

新
し
い
時
代
の
教
育
に
つ
い
て

　
本
市
は
、
社
会
教
育
、
生
涯
学

習
の
拠
点
と
し
て
小
学
校
区
ご
と

に
公
民
館
を
設
置
し
、
子
供
も
大

人
も
学
べ
る
体
制
を
充
実
さ
せ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
学
校
と
地

域
と
の
相
互
協
力
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

よ
り
一
層
子
供
も
大
人
も
学
び
合

う
体
制
が
強
化
さ
れ
る
と
思
う
が
、

学
校
と
公
民
館
と
の
連
携
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
現
在
、
本
市
の
学
校
で
は
地
域

に
生
き
る
学
校
づ
く
り
推
進
事
業

の
中
で
家
庭
・
地
域
・
学
校
協
議

会
を
開
き
、
公
民
館
を
含
め
た
地

域
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

　
今
後
の
学
校
と
公
民
館
の
連
携
、

協
働
に
つ
い
て
は
、
学
校
が
さ
ら

に
多
く
の
地
域
の
人
材
を
活
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
双
方
向
の
活
動

を
一
層
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が

重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

回

　
　答

質

　
　問

堀江 廣海 議
員

一真会

ほりえ　ひろみ

池上 優徳 議
員

一真会

いけがみ　まさのり
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一　般　質　問

ふくいふくい

①　池上　優徳（一真会） ②　野嶋　祐記（志政会） ③　　矢　修一（市民クラブ）

④　下畑　健二（公明党） ⑤　堀江　廣海（一真会） ⑥　藤田　諭（志政会）

平
成
28
年
熊
本
地
震
と
地
域
防

災
計
画
に
つ
い
て

　
本
市
の
災
害
時
に
自
力
避
難
が

難
し
い
と
思
わ
れ
る
人
は
何
人
い

る
と
想
定
さ
れ
る
の
か
。
福
祉
避

難
所
に
つ
い
て
、
施
設
数
と
受
け

入
れ
可
能
者
数
、
開
設
の
手
順
及

び
物
資
の
備
蓄
状
況
は
。

　
ま
た
、
今
回
の
熊
本
地
震
を
教

訓
に
、
避
難
所
の
設
置
や
運
営
の

あ
り
方
を
含
め
地
域
防
災
計
画
へ

ど
の
よ
う
に
反
映
し
て
い
く
の
か
。

　
本
市
の
避
難
行
動
要
支
援
者
数

は
約
１
６
，
０
０
０
人
で
あ
り
、

福
祉
避
難
所
の
数
は
平
成
27
年
度

末
で
81
カ
所
、
約
７
０
０
人
の
受

け
入
れ
が
可
能
で
あ
る
。
開
設
に

つ
い
て
は
指
定
避
難
所
で
避
難
者

の
状
況
を
確
認
し
、
協
議
の
上
で

行
い
、
物
資
は
市
の
備
蓄
を
活
用

す
る
。

　
地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て
は
、

平
成
28
年
熊
本
地
震
に
お
け
る
課

題
と
対
応
策
に
つ
い
て
関
係
機
関

と
協
議
を
行
い
、
よ
り
実
効
性
の

高
い
も
の
へ
見
直
し
を
図
る
。

回

　
　答

質

　
　問

回

　
　答

質

　
　問

福
井
駅
西
口
広
場
に
つ
い
て

　
福
井
駅
西
口
広
場
が
供
用
さ
れ
、

ス
ム
ー
ズ
に
バ
ス
や
電
車
の
乗
り

継
ぎ
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

路
線
バ
ス
の
１
０
０
円
区
間
の
利

用
状
況
は
。

　
相
互
乗
り
入
れ
に
お
け
る
信
号

や
警
報
の
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
究
明

や
対
策
は
万
全
か
。

　
バ
ス
、
電
車
等
の
公
共
交
通
機

関
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
型
電
子
マ
ネ
ー

の
導
入
を
本
格
的
に
検
討
す
べ
き

と
考
え
る
が
市
の
考
え
は
。

　
路
線
バ
ス
の
１
０
０
円
区
間
の

導
入
後
、
乗
車
人
数
が
倍
増
し
た
。

相
互
乗
り
入
れ
に
お
け
る
信
号
や

警
報
の
ト
ラ
ブ
ル
は
、
そ
の
都
度

原
因
を
究
明
し
、
対
策
し
て
い
る
。

ま
た
再
発
防
止
に
つ
い
て
、
事
業

者
に
求
め
て
い
く
。

　
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
導
入
に
つ
い
て

は
、
コ
ス
ト
面
等
の
課
題
も
あ
る

が
、
先
行
事
例
を
参
考
に
し
な
が

ら
研
究
し
て
い
く
。

一
般
質
問
要
旨

１　平成２８年熊本地震と地域防災計画について １　福井駅西口広場について

２　ハピリン及びハピテラスのこれからについて

３　公職選挙法等の一部を改正する法律施行に伴

　　う第２４回参議院議員通常選挙における対応

　　について

１　平成２８年熊本地震から学ぶ本市の危機管理

　　について

２　発達障害者支援法の改正における本市の施策

　　について

３　ハピリンの今後の運営について

１　新しい時代の教育について

２　地域担当職員制度について

１　「全国に誇れるふくい」の実現に向けた魅力

　　の向上と発信について

２　福井駅周辺整備による交流人口の今後の動向

　　について

３　学校教育について

⑦　吉田　琴一（市民クラブ） ⑧　西村　公子（日本共産党議員団） ⑨　鈴木　正樹（日本共産党議員団）

１　第六次福井市総合計画の取り組みの進捗状況

　　と評価、並びに第七次福井市総合計画の策定

　　に向けた課題について

２　誤配や誤食による食物アレルギーの対応につ

　　いて

３　マイナンバーカードの交付状況と今後の対応

　　について

１　平成２８年熊本地震災害と災害対策の強化に

　　ついて

２　原発ゼロの実現と市の原発防災対策、自然再

　　生エネルギー普及の取り組みについて

３　北陸新幹線延伸と在来線特急の存続について

４　全国学力調査について

１　地方自治と安保法制、自民党改憲案について

２　アベノミクスや消費税増税の本市への影響と

　　対策について

３　保育の規制緩和と今求められる保育の質の向

　　上について

⑩　後藤　裕幸（志政会） ⑪　水島　秀晃（志政会） ⑫　近藤　實（志政会）

１　高齢者対策について

２　橋梁等の長寿命化対策について

３　町名・自治会名の表示状況について

４　国体施設等の整備状況とおもてなしの取り組

　　みについて

１　福井市の文化政策について １　セーレンプラネットについて

２　ふるさと納税について

３　退職手当債、福井市の財政（地方債残高、債

　　務負担行為額、積立金、プライマリーバラン

　　ス）について

４　福井市職員が専門家であること、人事について

５　適切な結婚教育について

⑬　奥島　光晴（一真会） ⑭　瀧波　滋（志政会） ⑮　福野　大輔（一真会）

１　北陸新幹線について

２　教職員の人事評価について

３　幼児教育の重要性について

１　市民の山足羽三山の未来について

２　豊地区の遊休地の活用について

１　ふるさと納税について

２　本市の保育行政について

３　公民館事業を通した地域愛の醸成について

⑯　菅生　敬一（公明党） ⑰　泉　和弥（一真会） ⑱　中村　綾菜（市民クラブ）

１　平成２８年熊本地震を受けての福井市の防災

　　対策について

２　障害者差別解消法の運用について

３　北陸新幹線延伸の際の並行在来線について

１　道づくりについて １　女性の活躍推進について

２　おいしいふくい条例について

⑲　八田　一以（一真会） ⑳　村田　耕一（市民クラブ）

１　福井市の地方創生（交付金の獲得）について １　本市の共生社会推進に向けたインクルージョ

　　ンへの取り組みについて

２　省エネルギーを推進し、持続可能な社会を目

　　指す取り組みについて

３　里山などの環境整備について

当面する諸問題について市の考え方を質問するため、6月13日から15日までの3日間、
20人の議員が一般質問を行いました。
※ 議員名の前の番号は質問順、（　）内は会派名、質問内容の掲載は大項目のみです。

（敬称略）

１　中核市移行への取り組みについて

２　地方版ハローワーク設置について

３　環境にやさしいまちづくりについて

４　小中一貫教育について

野嶋 祐記 議
員

志政会

のじま　ゆうき

平
成
28
年
熊
本
地
震
か
ら
学
ぶ

本
市
の
危
機
管
理
に
つ
い
て

　
熊
本
地
震
で
は
、
支
援
物
資
が

届
く
ま
で
水
と
食
糧
が
な
く
、
大

変
苦
労
し
て
い
た
。
本
市
で
は
、

総
合
防
災
訓
練
の
と
き
に
、
３
日

分
の
水
、
食
糧
を
備
蓄
す
る
よ
う
、

徹
底
す
べ
き
で
は
。

　
福
祉
避
難
所
は
、
拠
点
避
難
所

と
同
じ
よ
う
に
開
設
し
、
人
員
も

配
置
す
べ
き
で
は
。

　
総
合
防
災
訓
練
の
と
き
に
、
全

て
の
地
区
で
、
家
庭
で
食
糧
を
備

蓄
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
呼
び
か

け
る
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、
家
庭
備

蓄
に
つ
い
て
周
知
徹
底
す
る
。

　
福
祉
避
難
所
に
つ
い
て
は
指
定

避
難
所
で
避
難
者
の
状
況
を
確
認

し
た
上
で
開
設
し
て
い
る
が
、
今

後
迅
速
な
対
応
に
つ
い
て
検
討
す

る
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
市
の

職
員
を
派
遣
し
、
福
祉
避
難
所
の

管
理
運
営
に
当
た
る
。

回

　
　答

質

　
　問

　矢 修一 議
員

市民クラブ

かたや　しゅういち

市
庁
舎
内
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
設
置

に
つ
い
て

　
住
民
に
身
近
な
市
役
所
に
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
機
能
を
設
置
す
る
こ

と
に
よ
り
、
生
活
困
窮
者
、
若
者
、

女
性
等
に
手
厚
い
生
活
相
談
や
職

業
紹
介
が
で
き
る
と
期
待
さ
れ
る

が
、
設
置
に
向
け
た
労
働
局
や
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
協
議
や
取
り
組

み
の
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
本
市
に
と
っ
て
も
、
生
活
保
護

受
給
者
を
含
む
生
活
困
窮
者
の
自

立
に
向
け
た
就
労
支
援
は
重
要
な

課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
庁
舎
内

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
設
置
し
、
無
料

職
業
紹
介
と
福
祉
支
援
業
務
を
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
行
う
一
体
的
支
援

が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
、
本
年
、
福
井
労
働

局
の
調
査
に
対
し
、
設
置
の
意
向

を
伝
え
て
お
り
、
厚
生
労
働
省
に

も
そ
の
旨
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
今
後
も
設
置
の
早
期
実
現
に
向

け
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

回

　
　答

質

　
　問

下畑 健二 議
員

公明党

しもばた　けんじ

新
し
い
時
代
の
教
育
に
つ
い
て

　
本
市
は
、
社
会
教
育
、
生
涯
学

習
の
拠
点
と
し
て
小
学
校
区
ご
と

に
公
民
館
を
設
置
し
、
子
供
も
大

人
も
学
べ
る
体
制
を
充
実
さ
せ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
学
校
と
地

域
と
の
相
互
協
力
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

よ
り
一
層
子
供
も
大
人
も
学
び
合

う
体
制
が
強
化
さ
れ
る
と
思
う
が
、

学
校
と
公
民
館
と
の
連
携
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
現
在
、
本
市
の
学
校
で
は
地
域

に
生
き
る
学
校
づ
く
り
推
進
事
業

の
中
で
家
庭
・
地
域
・
学
校
協
議

会
を
開
き
、
公
民
館
を
含
め
た
地

域
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

　
今
後
の
学
校
と
公
民
館
の
連
携
、

協
働
に
つ
い
て
は
、
学
校
が
さ
ら

に
多
く
の
地
域
の
人
材
を
活
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
双
方
向
の
活
動

を
一
層
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が

重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

回

　
　答

質

　
　問

堀江 廣海 議
員

一真会

ほりえ　ひろみ

池上 優徳 議
員

一真会

いけがみ　まさのり
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ふくいふくい

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

状
況
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

　
申
請
者
に
対
す
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
交
付
の
進
捗
状
況
並
び
に

臨
時
窓
口
で
の
受
付
期
間
の
予
定

は
。ま
た
、カ
ー
ド
の
有
効
期
限
が

近
づ
い
た
時
の
周
知
方
法
は
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申

請
は
平
成
28
年
５
月
末
時
点
で

１
５
，１
２
５
件
で
、住
民
登
録
人
口

に
対
す
る
割
合
は
、５・６
９
％
で
あ

る
。そ
の
う
ち
、カ
ー
ド
の
交
付
を
受

け
た
人
数
は
７
，４
８
８
人
で
あ
る
。

ま
た
、現
在
臨
時
窓
口
で
は
、一日
当

た
り
１
５
０
人
以
上
の
利
用
者
が
あ

り
、混
雑
緩
和
の
た
め
に
も
、９
月

末
頃
ま
で
継
続
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
ま
た
、
カ
ー
ド
の
有
効
期
限
が

近
づ
い
た
と
き
の
周
知
方
法
に
つ

い
て
は
、
ま
だ
国
か
ら
示
さ
れ
て

お
ら
ず
、
他
自
治
体
の
動
向
も
踏

ま
え
、
市
民
へ
の
確
実
な
周
知
方

法
を
考
え
て
い
く
。

退
職
手
当
債
及
び
福
井
市
の
財

政
に
つ
い
て

　
福
井
市
は
過
去
10
年
間
、
退
職

金
の
支
払
い
の
た
め
、
退
職
手
当

債
を
発
行
し
て
き
た
。
現
在
の
残

高
は
70
億
円
で
、
こ
れ
ま
で
の
金

利
の
合
計
は
６
億
９
，８
０
０
万
円

で
あ
り
問
題
だ
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
本
市
の
平
成
27
年
度
の

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
目
標

は
11
億
円
の
黒
字
だ
が
結
果
は
。

　
退
職
手
当
債
は
団
塊
の
世
代
の

定
年
退
職
等
に
伴
う
退
職
手
当
の

大
幅
増
加
へ
の
対
処
の
た
め
に
発

行
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
定
員
管

理
・
給
与
適
正
化
計
画
に
よ
る
人

件
費
削
減
効
果
に
よ
り
償
還
財
源

を
生
み
出
す
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、

本
市
で
は
平
成
18
年
度
以
降
総
額

約
１
０
７
億
円
の
発
行
に
対
し
、人

件
費
削
減
の
効
果
は
約
１
５
１
億

円
で
あ
り
、償
還
財
源
は
賄
え
る
。

　
ま
た
、
本
市
の
平
成
27
年
度
の

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
は
、
約

23
億
円
の
赤
字
と
な
る
見
込
み
で

あ
り
、
目
標
達
成
は
困
難
で
あ
る
。

高
齢
者
対
策
に
つ
い
て

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
対
象
と

な
る
方
々
に
広
く
利
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
う
が
、
市
の
考
え

は
。

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
生
活
支
援
や

心
身
機
能
の
維
持
だ
け
で
な
く
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
た
利

用
者
同
士
の
交
流
や
、
家
族
の
介

護
負
担
軽
減
な
ど
に
大
変
有
効
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
は
、
介
護

が
必
要
な
方
の
心
身
や
生
活
の
状

況
に
応
じ
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や

事
業
所
が
、
利
用
者
や
家
族
の
意

向
を
聞
い
て
、
そ
の
内
容
を
決
定

し
て
い
る
た
め
、
本
市
で
は
居
宅

介
護
支
援
事
業
所
に
対
す
る
ケ
ア

プ
ラ
ン
点
検
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
に
対
す
る
実
地
指
導
等
を
確

実
に
行
い
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
適

切
に
提
供
さ
れ
る
よ
う
指
導
し
て

い
く
。

近藤 實 議
員

志政会

こんどう　みのる

回

　
　答

質

　
　問

回

　
　答

質

　
　問

回

　
　答

質

　
　問

後藤 裕幸 議
員

ごとう　ひろゆき

志政会

保
育
士
の
待
遇
改
善
に
つ
い
て

　
福
井
県
の
全
職
種
平
均
給
与
と

保
育
士
の
平
均
給
与
に
は
月
額
10

万
円
の
差
が
あ
る
。
保
育
士
の
賃

金
ア
ッ
プ
を
初
め
と
す
る
待
遇
改

善
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
保
育
士
の
待
遇
改
善
が
進
む
こ

と
で
、
年
度
途
中
の
入
所
希
望
に

対
応
で
き
て
い
な
い
な
ど
の
問
題

の
解
決
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い

か
。

　
昨
年
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新

制
度
移
行
に
伴
い
、
保
育
士
や
教

諭
の
処
遇
改
善
を
進
め
る
目
的
で
、

毎
月
施
設
に
支
払
う
給
付
費
の
中

に
処
遇
改
善
等
加
算
が
盛
り
込
ま

れ
た
。
本
市
で
も
、
今
年
度
か
ら

市
単
独
補
助
金
の
体
系
を
見
直
し

て
お
り
、
来
年
度
に
向
け
て
さ
ら

な
る
改
善
を
検
討
し
て
い
る
。

回

　
　答

質

　
　問

鈴木 正樹 議
員

すすき　しょうじゅ

日本共産党議員団

福
井
駅
周
辺
整
備
に
よ
る
交
流

人
口
の
今
後
の
動
向
に
つ
い
て

　
中
心
市
街
地
に
お
け
る
大
型
の

ハ
ー
ド
事
業
は
一
段
落
と
な
る
が
、

今
後
の
さ
ら
な
る
福
井
駅
前
の
活

性
化
に
向
け
て
、
行
政
だ
け
で
な

く
、
地
域
や
関
係
団
体
と
連
携
し

た
「
盛
り
上
げ
」
が
必
要
に
な
る

と
考
え
て
い
る
。
市
の
考
え
は
。

　
今
後
は
、
民
間
事
業
へ
の
支
援

が
重
要
だ
と
考
え
て
お
り
、
福
井

駅
・
城
址
周
辺
地
区
ま
ち
づ
く
り

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
市
街
地

再
開
発
事
業
や
優
良
建
築
物
等
整

備
事
業
に
よ
る
土
地
利
用
の
共
同

化
、
ま
た
、
空
き
店
舗
へ
の
開
業

に
対
す
る
支
援
を
行
う
こ
と
で
商

業
機
能
等
の
集
積
を
進
め
る
。

　
一
方
、
福
井
市
民
間
活
力
を
い

か
し
た
県
都
の
顔
づ
く
り
事
業
補

助
金
の
活
用
に
よ
り
、
民
間
団
体

や
住
民
が
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
活

動
を
支
援
し
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト

の
両
面
で
に
ぎ
わ
い
創
出
を
図
る
。

質
　
問

回
　
答

回

　
　答

質

　
　問

吉田 琴一 議
員

市民クラブ

よしだ　きんいち

藤田 諭 議
員

ふじた　さとし

志政会

在
来
線
特
急
の
存
続
に
つ
い
て

　
北
陸
新
幹
線
は
乗
り
換
え
な
し

で
大
阪
に
乗
り
入
れ
る
計
画
だ
っ

た
が
、
敦
賀
駅
開
業
を
３
年
前
倒

し
し
た
た
め
、
敦
賀
駅
で
の
乗
り

換
え
が
必
要
に
な
る
と
と
も
に
、

料
金
も
高
く
な
り
、
利
便
性
が
低

下
す
る
の
で
は
な
い
か
。
国
や
Ｊ

Ｒ
に
在
来
線
特
急
の
存
続
を
要
望

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
北
陸
新
幹
線
金
沢
敦
賀
間
の
認

可
に
あ
た
り
、
国
が
示
し
た
着
工

５
条
件
の
一
つ
で
あ
る
、
並
行
在

来
線
と
な
る
Ｊ
Ｒ
北
陸
本
線
を
Ｊ

Ｒ
西
日
本
か
ら
経
営
分
離
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
本
市
は
平
成
24
年

に
同
意
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
当

面
敦
賀
駅
で
の
乗
り
換
え
が
必
要

に
な
る
が
、
利
便
性
が
低
下
し
な

い
よ
う
、
国
や
Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
要

請
を
行
っ
て
い
る
。

西村 公子 議
員

にしむら　きみこ

日本共産党議員団

回

　
　答

質

　
　問

福
井
市
の
文
化
政
策
に
つ
い
て

　
福
井
市
民
の
文
化
活
動
が
持
続

発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
行
政

が
育
成
、
支
援
し
、
市
民
活
動
が

活
発
に
な
る
こ
と
で
、
そ
の
気
運

が
人
を
呼
び
込
み
、
経
済
が
発
展

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

考
え
る
が
、
本
市
の
文
化
政
策
の

現
状
と
課
題
は
。

　
市
民
が
気
軽
に
文
化
芸
術
に
触

れ
、
鑑
賞
し
、
発
表
で
き
る
よ
う

な
事
業
や
子
ど
も
た
ち
の
創
作
活

動
の
推
進
事
業
な
ど
を
実
施
し
て

き
た
。
ま
た
、
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺

跡
や
養
浩
館
庭
園
な
ど
の
文
化
遺

産
に
つ
い
て
保
存
し
継
承
す
る
こ

と
を
中
心
に
施
策
を
展
開
し
て
き

た
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
は

施
策
の
対
象
を
主
に
市
民
を
中
心

と
し
て
お
り
、
文
化
施
策
で
人
を

呼
び
込
む
と
い
っ
た
視
点
が
欠
け

て
い
た
こ
と
が
課
題
と
考
え
る
。

回

　
　答

質

　
　問

水島 秀晃 議
員

志政会

みずしま　ひであき

幼
児
教
育
の
重
要
性
に
つ
い
て

　
福
井
県
の
小
・
中
学
生
の
学
力
、

体
力
が
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
あ

る
の
は
、
学
校
、
地
域
、
家
庭
の

三
位
一
体
と
な
っ
た
努
力
や
、
児

童
・
生
徒
の
素
養
が
大
き
な
要
因

で
、
そ
の
素
養
や
人
間
性
、
人
格

の
礎
は
幼
児
期
に
形
成
さ
れ
る
と

思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
私
立
幼
稚
園
、

保
育
園
、
認
定
こ
ど
も
園
に
お
け

る
園
児
の
生
活
環
境
、
教
育
環
境

の
さ
ら
な
る
整
備
が
必
要
と
考
え

る
が
、
市
の
所
見
は
。

　
安
定
し
た
施
設
運
営
及
び
保
護

者
が
安
心
し
て
子
供
を
預
け
ら
れ

る
教
育
・
保
育
環
境
の
確
保
の
た

め
、
国
、
県
の
補
助
に
加
え
、
市

単
独
で
施
設
運
営
費
の
補
助
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、
老
朽
施
設
の

改
修
や
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移
行

に
伴
う
施
設
整
備
等
に
対
し
て
も

補
助
を
行
っ
て
い
る
。

回

　
　答

質

　
　問

奥島 光晴 議
員

おくしま　みつはる

一真会

回

　
　答

質

　
　問

市
民
の
山
足
羽
三
山
の
未
来
に

つ
い
て

　
市
民
に
と
っ
て
な
じ
み
深
い
足

羽
三
山
を
、
も
っ
と
市
民
に
愛
さ

れ
親
し
ま
れ
る
憩
い
の
山
と
す
る

た
め
に
、
眺
望
に
係
る
施
策
や
、

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
等
の
作
成

に
つ
い
て
の
市
の
見
解
は
。

　
足
羽
三
山
の
眺
望
に
つ
い
て
、

足
羽
山
は
本
年
度
策
定
中
の
足
羽

山
魅
力
向
上
計
画
の
中
で
眺
望
ス

ポ
ッ
ト
を
位
置
付
け
、
平
成
29
年

度
よ
り
眺
望
に
支
障
が
あ
る
樹
木

の
剪
定
、
伐
採
を
行
っ
て
い
く
。

ま
た
、
八
幡
山
や
兎
越
山
は
、
展

望
台
か
ら
の
眺
望
の
支
障
と
な
る

樹
木
の
剪
定
、
伐
採
に
つ
い
て
関

係
者
と
協
議
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
足
羽
三
山
専
用
の
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、

健
康
づ
く
り
で
足
羽
三
山
を
利
用

し
て
い
る
市
民
が
多
い
こ
と
か
ら
、

今
後
、
足
羽
山
魅
力
向
上
計
画
に

あ
わ
せ
て
作
成
し
て
い
く
。 瀧波 滋 議

員

たきなみ　しげる

志政会

本
市
の
保
育
行
政
に
つ
い
て

　
本
市
の
待
機
児
童
は
ゼ
ロ
で
あ

る
が
、
実
態
と
し
て
は
希
望
す
る

保
育
園
に
子
供
を
容
易
に
預
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
状
況
が
あ
る
。

　
昨
年
度
１
年
間
の
入
園
申
し
込

み
数
に
対
し
て
、
入
園
に
至
ら
な

か
っ
た
人
数
と
そ
の
割
合
は
。
ま

た
、
希
望
す
る
保
育
園
に
入
園
で

き
る
よ
う
な
対
策
を
何
か
考
え
て

い
る
の
か
。

　
昨
年
度
１
年
間
の
入
園
申
し
込

み
数
は
２
，３
５
９
人
で
、そ
の
う

ち
入
園
に
至
ら
な
か
っ
た
人
数
は

１
３
４
人
で
、そ
の
割
合
は
５・７
％

で
あ
る
。

　
ま
た
、
希
望
す
る
保
育
園
に
入

園
で
き
る
よ
う
に
、
私
立
幼
稚
園

か
ら
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移
行
を

支
援
し
、
低
年
齢
児
を
中
心
に
受

入
枠
を
増
や
す
と
と
も
に
、
保
育

士
の
処
遇
改
善
の
た
め
に
補
助
金

体
系
を
見
直
す
な
ど
、
保
育
環
境

を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
く
。

回

　
　答

質

　
　問

福野 大輔 議
員

ふくの　だいすけ

一真会
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ふくいふくい

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

状
況
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

　
申
請
者
に
対
す
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
交
付
の
進
捗
状
況
並
び
に

臨
時
窓
口
で
の
受
付
期
間
の
予
定

は
。ま
た
、カ
ー
ド
の
有
効
期
限
が

近
づ
い
た
時
の
周
知
方
法
は
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申

請
は
平
成
28
年
５
月
末
時
点
で

１
５
，１
２
５
件
で
、住
民
登
録
人
口

に
対
す
る
割
合
は
、５・６
９
％
で
あ

る
。そ
の
う
ち
、カ
ー
ド
の
交
付
を
受

け
た
人
数
は
７
，４
８
８
人
で
あ
る
。

ま
た
、現
在
臨
時
窓
口
で
は
、一日
当

た
り
１
５
０
人
以
上
の
利
用
者
が
あ

り
、混
雑
緩
和
の
た
め
に
も
、９
月

末
頃
ま
で
継
続
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
ま
た
、
カ
ー
ド
の
有
効
期
限
が

近
づ
い
た
と
き
の
周
知
方
法
に
つ

い
て
は
、
ま
だ
国
か
ら
示
さ
れ
て

お
ら
ず
、
他
自
治
体
の
動
向
も
踏

ま
え
、
市
民
へ
の
確
実
な
周
知
方

法
を
考
え
て
い
く
。

退
職
手
当
債
及
び
福
井
市
の
財

政
に
つ
い
て

　
福
井
市
は
過
去
10
年
間
、
退
職

金
の
支
払
い
の
た
め
、
退
職
手
当

債
を
発
行
し
て
き
た
。
現
在
の
残

高
は
70
億
円
で
、
こ
れ
ま
で
の
金

利
の
合
計
は
６
億
９
，８
０
０
万
円

で
あ
り
問
題
だ
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
本
市
の
平
成
27
年
度
の

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
目
標

は
11
億
円
の
黒
字
だ
が
結
果
は
。

　
退
職
手
当
債
は
団
塊
の
世
代
の

定
年
退
職
等
に
伴
う
退
職
手
当
の

大
幅
増
加
へ
の
対
処
の
た
め
に
発

行
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
定
員
管

理
・
給
与
適
正
化
計
画
に
よ
る
人

件
費
削
減
効
果
に
よ
り
償
還
財
源

を
生
み
出
す
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、

本
市
で
は
平
成
18
年
度
以
降
総
額

約
１
０
７
億
円
の
発
行
に
対
し
、人

件
費
削
減
の
効
果
は
約
１
５
１
億

円
で
あ
り
、償
還
財
源
は
賄
え
る
。

　
ま
た
、
本
市
の
平
成
27
年
度
の

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
は
、
約

23
億
円
の
赤
字
と
な
る
見
込
み
で

あ
り
、
目
標
達
成
は
困
難
で
あ
る
。

高
齢
者
対
策
に
つ
い
て

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
対
象
と

な
る
方
々
に
広
く
利
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
う
が
、
市
の
考
え

は
。

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
生
活
支
援
や

心
身
機
能
の
維
持
だ
け
で
な
く
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
た
利

用
者
同
士
の
交
流
や
、
家
族
の
介

護
負
担
軽
減
な
ど
に
大
変
有
効
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
は
、
介
護

が
必
要
な
方
の
心
身
や
生
活
の
状

況
に
応
じ
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や

事
業
所
が
、
利
用
者
や
家
族
の
意

向
を
聞
い
て
、
そ
の
内
容
を
決
定

し
て
い
る
た
め
、
本
市
で
は
居
宅

介
護
支
援
事
業
所
に
対
す
る
ケ
ア

プ
ラ
ン
点
検
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
に
対
す
る
実
地
指
導
等
を
確

実
に
行
い
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
適

切
に
提
供
さ
れ
る
よ
う
指
導
し
て

い
く
。

近藤 實 議
員

志政会

こんどう　みのる

回

　
　答

質

　
　問

回

　
　答

質

　
　問

回

　
　答

質

　
　問

後藤 裕幸 議
員

ごとう　ひろゆき

志政会

保
育
士
の
待
遇
改
善
に
つ
い
て

　
福
井
県
の
全
職
種
平
均
給
与
と

保
育
士
の
平
均
給
与
に
は
月
額
10

万
円
の
差
が
あ
る
。
保
育
士
の
賃

金
ア
ッ
プ
を
初
め
と
す
る
待
遇
改

善
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
保
育
士
の
待
遇
改
善
が
進
む
こ

と
で
、
年
度
途
中
の
入
所
希
望
に

対
応
で
き
て
い
な
い
な
ど
の
問
題

の
解
決
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い

か
。

　
昨
年
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新

制
度
移
行
に
伴
い
、
保
育
士
や
教

諭
の
処
遇
改
善
を
進
め
る
目
的
で
、

毎
月
施
設
に
支
払
う
給
付
費
の
中

に
処
遇
改
善
等
加
算
が
盛
り
込
ま

れ
た
。
本
市
で
も
、
今
年
度
か
ら

市
単
独
補
助
金
の
体
系
を
見
直
し

て
お
り
、
来
年
度
に
向
け
て
さ
ら

な
る
改
善
を
検
討
し
て
い
る
。

回

　
　答

質

　
　問

鈴木 正樹 議
員

すすき　しょうじゅ

日本共産党議員団

福
井
駅
周
辺
整
備
に
よ
る
交
流

人
口
の
今
後
の
動
向
に
つ
い
て

　
中
心
市
街
地
に
お
け
る
大
型
の

ハ
ー
ド
事
業
は
一
段
落
と
な
る
が
、

今
後
の
さ
ら
な
る
福
井
駅
前
の
活

性
化
に
向
け
て
、
行
政
だ
け
で
な

く
、
地
域
や
関
係
団
体
と
連
携
し

た
「
盛
り
上
げ
」
が
必
要
に
な
る

と
考
え
て
い
る
。
市
の
考
え
は
。

　
今
後
は
、
民
間
事
業
へ
の
支
援

が
重
要
だ
と
考
え
て
お
り
、
福
井

駅
・
城
址
周
辺
地
区
ま
ち
づ
く
り

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
市
街
地

再
開
発
事
業
や
優
良
建
築
物
等
整

備
事
業
に
よ
る
土
地
利
用
の
共
同

化
、
ま
た
、
空
き
店
舗
へ
の
開
業

に
対
す
る
支
援
を
行
う
こ
と
で
商

業
機
能
等
の
集
積
を
進
め
る
。

　
一
方
、
福
井
市
民
間
活
力
を
い

か
し
た
県
都
の
顔
づ
く
り
事
業
補

助
金
の
活
用
に
よ
り
、
民
間
団
体

や
住
民
が
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
活

動
を
支
援
し
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト

の
両
面
で
に
ぎ
わ
い
創
出
を
図
る
。

質
　
問

回
　
答

回

　
　答

質

　
　問

吉田 琴一 議
員

市民クラブ

よしだ　きんいち

藤田 諭 議
員

ふじた　さとし

志政会

在
来
線
特
急
の
存
続
に
つ
い
て

　
北
陸
新
幹
線
は
乗
り
換
え
な
し

で
大
阪
に
乗
り
入
れ
る
計
画
だ
っ

た
が
、
敦
賀
駅
開
業
を
３
年
前
倒

し
し
た
た
め
、
敦
賀
駅
で
の
乗
り

換
え
が
必
要
に
な
る
と
と
も
に
、

料
金
も
高
く
な
り
、
利
便
性
が
低

下
す
る
の
で
は
な
い
か
。
国
や
Ｊ

Ｒ
に
在
来
線
特
急
の
存
続
を
要
望

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
北
陸
新
幹
線
金
沢
敦
賀
間
の
認

可
に
あ
た
り
、
国
が
示
し
た
着
工

５
条
件
の
一
つ
で
あ
る
、
並
行
在

来
線
と
な
る
Ｊ
Ｒ
北
陸
本
線
を
Ｊ

Ｒ
西
日
本
か
ら
経
営
分
離
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
本
市
は
平
成
24
年

に
同
意
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
当

面
敦
賀
駅
で
の
乗
り
換
え
が
必
要

に
な
る
が
、
利
便
性
が
低
下
し
な

い
よ
う
、
国
や
Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
要

請
を
行
っ
て
い
る
。

西村 公子 議
員

にしむら　きみこ

日本共産党議員団

回

　
　答

質

　
　問

福
井
市
の
文
化
政
策
に
つ
い
て

　
福
井
市
民
の
文
化
活
動
が
持
続

発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
行
政

が
育
成
、
支
援
し
、
市
民
活
動
が

活
発
に
な
る
こ
と
で
、
そ
の
気
運

が
人
を
呼
び
込
み
、
経
済
が
発
展

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

考
え
る
が
、
本
市
の
文
化
政
策
の

現
状
と
課
題
は
。

　
市
民
が
気
軽
に
文
化
芸
術
に
触

れ
、
鑑
賞
し
、
発
表
で
き
る
よ
う

な
事
業
や
子
ど
も
た
ち
の
創
作
活

動
の
推
進
事
業
な
ど
を
実
施
し
て

き
た
。
ま
た
、
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺

跡
や
養
浩
館
庭
園
な
ど
の
文
化
遺

産
に
つ
い
て
保
存
し
継
承
す
る
こ

と
を
中
心
に
施
策
を
展
開
し
て
き

た
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
は

施
策
の
対
象
を
主
に
市
民
を
中
心

と
し
て
お
り
、
文
化
施
策
で
人
を

呼
び
込
む
と
い
っ
た
視
点
が
欠
け

て
い
た
こ
と
が
課
題
と
考
え
る
。

回

　
　答

質

　
　問

水島 秀晃 議
員

志政会

みずしま　ひであき

幼
児
教
育
の
重
要
性
に
つ
い
て

　
福
井
県
の
小
・
中
学
生
の
学
力
、

体
力
が
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
あ

る
の
は
、
学
校
、
地
域
、
家
庭
の

三
位
一
体
と
な
っ
た
努
力
や
、
児

童
・
生
徒
の
素
養
が
大
き
な
要
因

で
、
そ
の
素
養
や
人
間
性
、
人
格

の
礎
は
幼
児
期
に
形
成
さ
れ
る
と

思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
私
立
幼
稚
園
、

保
育
園
、
認
定
こ
ど
も
園
に
お
け

る
園
児
の
生
活
環
境
、
教
育
環
境

の
さ
ら
な
る
整
備
が
必
要
と
考
え

る
が
、
市
の
所
見
は
。

　
安
定
し
た
施
設
運
営
及
び
保
護

者
が
安
心
し
て
子
供
を
預
け
ら
れ

る
教
育
・
保
育
環
境
の
確
保
の
た

め
、
国
、
県
の
補
助
に
加
え
、
市

単
独
で
施
設
運
営
費
の
補
助
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、
老
朽
施
設
の

改
修
や
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移
行

に
伴
う
施
設
整
備
等
に
対
し
て
も

補
助
を
行
っ
て
い
る
。

回

　
　答

質

　
　問

奥島 光晴 議
員

おくしま　みつはる

一真会

回

　
　答

質

　
　問

市
民
の
山
足
羽
三
山
の
未
来
に

つ
い
て

　
市
民
に
と
っ
て
な
じ
み
深
い
足

羽
三
山
を
、
も
っ
と
市
民
に
愛
さ

れ
親
し
ま
れ
る
憩
い
の
山
と
す
る

た
め
に
、
眺
望
に
係
る
施
策
や
、

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
等
の
作
成

に
つ
い
て
の
市
の
見
解
は
。

　
足
羽
三
山
の
眺
望
に
つ
い
て
、

足
羽
山
は
本
年
度
策
定
中
の
足
羽

山
魅
力
向
上
計
画
の
中
で
眺
望
ス

ポ
ッ
ト
を
位
置
付
け
、
平
成
29
年

度
よ
り
眺
望
に
支
障
が
あ
る
樹
木

の
剪
定
、
伐
採
を
行
っ
て
い
く
。

ま
た
、
八
幡
山
や
兎
越
山
は
、
展

望
台
か
ら
の
眺
望
の
支
障
と
な
る

樹
木
の
剪
定
、
伐
採
に
つ
い
て
関

係
者
と
協
議
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
足
羽
三
山
専
用
の
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、

健
康
づ
く
り
で
足
羽
三
山
を
利
用

し
て
い
る
市
民
が
多
い
こ
と
か
ら
、

今
後
、
足
羽
山
魅
力
向
上
計
画
に

あ
わ
せ
て
作
成
し
て
い
く
。 瀧波 滋 議

員

たきなみ　しげる

志政会

本
市
の
保
育
行
政
に
つ
い
て

　
本
市
の
待
機
児
童
は
ゼ
ロ
で
あ

る
が
、
実
態
と
し
て
は
希
望
す
る

保
育
園
に
子
供
を
容
易
に
預
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
状
況
が
あ
る
。

　
昨
年
度
１
年
間
の
入
園
申
し
込

み
数
に
対
し
て
、
入
園
に
至
ら
な

か
っ
た
人
数
と
そ
の
割
合
は
。
ま

た
、
希
望
す
る
保
育
園
に
入
園
で

き
る
よ
う
な
対
策
を
何
か
考
え
て

い
る
の
か
。

　
昨
年
度
１
年
間
の
入
園
申
し
込

み
数
は
２
，３
５
９
人
で
、そ
の
う

ち
入
園
に
至
ら
な
か
っ
た
人
数
は

１
３
４
人
で
、そ
の
割
合
は
５・７
％

で
あ
る
。

　
ま
た
、
希
望
す
る
保
育
園
に
入

園
で
き
る
よ
う
に
、
私
立
幼
稚
園

か
ら
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移
行
を

支
援
し
、
低
年
齢
児
を
中
心
に
受

入
枠
を
増
や
す
と
と
も
に
、
保
育

士
の
処
遇
改
善
の
た
め
に
補
助
金

体
系
を
見
直
す
な
ど
、
保
育
環
境

を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
く
。

回

　
　答

質

　
　問

福野 大輔 議
員

ふくの　だいすけ

一真会
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ふくいふくい

各会派における主
な質疑内容を紹介
します。

予
算
特
別
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会

え
、
災
害
時
に
お
け
る
市
民
の
安
全

安
心
を
確
保
す
る
た
め
に
、
今
年
度

中
に
福
井
市
危
機
管
理
計
画
及
び
福

井
市
地
域
防
災
計
画
の
ほ
か
、
各
種

マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
の
見
直
し
を
図
る
。

●
ハ
ピ
テ
ラ
ス
を
拠
点
と
し
た

　
に
ぎ
わ
い
の
創
出

　
　
　
Ｊ
Ｒ
福
井
駅
前
周
辺
の
商
店

　
　
　
街
が
営
業
時
間
を
延
長
す
る

「
夜
ぶ
ら
」
と
い
う
事
業
を
支
援
し

て
い
る
が
、
今
後
の
さ
ら
な
る
支
援

策
は
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
７
月
か
ら
は
「
夜
ぶ
ら
」
に

　
　
　
合
わ
せ
金
曜
日
の
夜
に
す
ま

い
る
バ
ス
を
２
便
増
便
し
、
福
井
駅

の
最
終
バ
ス
の
発
車
時
刻
を
午
後
８

時
台
ま
で
延
長
す
る
こ
と
で
、
さ
ら

に
回
遊
性
を
高
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

●
福
井
国
体
ま
で
の
取
り
組
み

　
　
　
福
井
国
体
に
お
け
る
花
い
っ

　
　
　
ぱ
い
運
動
の
よ
う
な
お
も
て

な
し
や
歓
迎
の
計
画
は
あ
る
か
。

　
　
　
Ｊ
Ｒ
福
井
駅
や
競
技
会
場
周

　
　
　
辺
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
に

花
い
っ
ぱ
い
運
動
や
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
運
動
を
行
う
ほ
か
、
選
手
や
監
督

を
激
励
す
る
た
め
、
手
作
り
の
の
ぼ

り
旗
を
全
て
の
競
技
会
場
に
設
置
す

る
。
ま
た
、
ウ
ェ
ル
カ
ム
デ
コ
レ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
、
市
民
か
ら
の
応
援

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
貼
り
付
け
た
ボ
ー
ド

や
、
市
民
の
写
真
で
作
成
し
た
フ
ォ

ト
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
を
設
置
す
る
。

●
災
害
後
の
福
井
市
危
機
管
理

　
計
画

　
　
　
避
難
所
で
問
題
と
な
る
プ
ラ

　
　
　
イ
バ
シ
ー
の
確
保
に
は
、
間

仕
切
り
ダ
ン
ボ
ー
ル
が
有
効
だ
と
考

え
る
が
、
災
害
時
に
そ
の
よ
う
な
も

の
を
提
供
し
て
く
れ
る
民
間
会
社
と

協
定
を
結
ぶ
こ
と
に
つ
い
て
は
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。

　
　
　
避
難
所
生
活
が
長
期
化
す
る

　
　
　
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
が

非
常
に
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
、

間
仕
切
り
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
提
供
し
て

く
れ
る
民
間
事
業
者
と
流
通
備
蓄
の

協
定
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

●
福
井
市
公
共
施
設
等
総
合
管

　
理
計
画

　
　
　
道
路
、
公
園
、
河
川
及
び
学

　
　
　
校
な
ど
の
個
別
施
設
計
画
は

ど
の
よ
う
な
予
定
で
作
成
し
て
い
く

の
か
。

　
　
　
個
別
施
設
計
画
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
昨
年
度
策
定
し
た
福
井
市
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
基
本
的

な
考
え
方
、
ま
た
、
各
施
設
の
所
管

省
庁
の
イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
計
画
の

考
え
方
に
基
づ
い
て
、
今
後
早
急
に

策
定
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

●
ま
ち
な
か
散
策
の
た
め
の
公

　
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進

　
　
　
ま
ち
な
か
観
光
周
遊
バ
ス
の

　
　
　
周
知
策
に
つ
い
て
。

　
　
　
Ｊ
Ｒ
福
井
駅
の
観
光
案
内
所

　
　
　
で
は
ま
ち
な
か
観
光
周
遊
バ

ス
の
案
内
を
し
て
い
る
が
、
今
後
は

福
井
駅
コ
ン
コ
ー
ス
内
や
、
福
井
駅

東
口
の
京
福
バ
ス
チ
ケ
ッ
ト
セ
ン
タ

ー
に
も
案
内
表
示
を
設
置
し
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
バ
ス
車
両
本
体
に
ま

ち
な
か
観
光
周
遊
バ
ス
と
表
示
す
る

取
り
組
み
を
考
え
て
い
る
ほ
か
、
時

刻
表
や
観
光
コ
ー
ス
を
載
せ
る
な
ど

チ
ラ
シ
の
内
容
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

●
本
市
の
自
転
車
利
用
推
進
に

　
向
け
た
取
り
組
み

　
　
　
自
転
車
駐
車
場
整
備
の
取
り

　
　
　
組
み
状
況
と
今
後
の
予
定
に

つ
い
て
。

　
　
　
本
年
４
月
に
ハ
ピ
リ
ン
内
に

　
　
　
１
５
０
台
、
新
栄
テ
ラ
ス
に

30
台
収
容
の
自
転
車
駐
車
場
を
設
置

し
た
。ま
た
、鉄
道
駅
な
ど
の
交
通
結

節
点
に
は
、
市
内
の
鉄
道
駅
45
駅
の

う
ち
24
駅
に
本
市
が
自
転
車
駐
車
場

を
設
置
し
て
お
り
、合
計
３
，４
８
１

台
収
容
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
自
転
車
や
公
共
交
通
の
利

用
を
促
進
す
る
た
め
の
、
鉄
道
駅
に

お
け
る
自
転
車
駐
車
場
の
設
置
及
び

拡
張
、
中
心
市
街
地
の
路
上
駐
輪
対

策
と
し
て
の
、

分
散
型
自
転
車

駐
車
場
の
設
置

に
取
り
組
ん
で

い
く
。

●
指
定
避
難
所

　
　
　
乳
幼
児
等
や
妊
産
婦
の
い
る

　
　
　
家
族
に
と
っ
て
一
つ
の
大
き

な
避
難
所
で
の
生
活
は
厳
し
い
と
考

え
る
が
、
私
立
幼
稚
園
、
私
立
保
育

園
及
び
私
立
認
定
こ
ど
も
園
と
、
災

害
時
に
避
難
所
と
す
る
協
定
等
を
結

ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　
私
立
幼
稚
園
等
と
の
協
定
に

　
　
　
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
熊
本

地
震
の
国
の
検
証
結
果
等
を
踏
ま
え

検
討
し
て
い
く
。

●
平
成
28
年
熊
本
地
震
へ
の
対
応

　
　
　
熊
本
地
震
を
本
市
の
防
災
対

　
　
　
策
に
ど
の
よ
う
に
結
び
付
け

て
い
く
の
か
。

　
　
　
熊
本
地
震
で
は
、
指
定
避
難

　
　
　
所
や
福
祉
避
難
所
へ
の
職
員

配
置
や
物
資
搬
送
な
ど
の
課
題
が
浮

き
彫
り
に
な
っ
た
。
そ
の
点
を
踏
ま

問
Question

問
Question

問
Question

問
Question

答
Answer

答
Answer

答
Answer

答
Answer

問
Question

問
Question

答
Answer

問
Question

答
Answer

答
Answer

問
Question

答
Answer

一
真
会

今
村
　辰
和
　
　泉
　
　和
弥

田
中
　義
乃
　
　池
上
　優
徳

福
野
　大
輔

石
丸
　浜
夫
　
　野
嶋
　祐
記

後
藤
　裕
幸
　
　瀧
波
　滋

志
政
会

小
・
中
学
生
へ
の
防
災
教
育
に

つ
い
て

　
平
成
16
年
の
福
井
豪
雨
災
害
や
、

68
年
前
の
福
井
震
災
の
記
憶
を
風

化
さ
せ
ず
に
後
世
に
伝
え
て
い
く

た
め
に
は
、
小
・
中
学
生
へ
の
防

災
教
育
が
大
切
だ
と
考
え
る
が
、

本
市
の
防
災
教
育
の
現
状
は
。

　
本
市
の
防
災
教
育
で
は
、
避
難

訓
練
を
実
施
す
る
際
に
、
訓
練
前

に
は
机
の
下
に
身
を
隠
す
と
と
も

に
身
の
回
り
に
あ
る
か
ば
ん
等
で

頭
を
保
護
す
る
な
ど
の
指
導
を
行

い
、
ま
た
、
訓
練
後
に
は
自
分
の

行
動
を
振
り
返
り
学
習
す
る
時
間

を
設
け
る
な
ど
、
児
童
・
生
徒
が

自
主
的
に
判
断
し
、
適
切
な
行
動

が
と
れ
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
学
級
活
動
や
総
合
的
な

学
習
の
時
間
の
中
で
も
防
災
教
育

を
取
り
入
れ
、
避
難
方
法
に
つ
い

て
学
ん
だ
り
、
災
害
発
生
時
の
対

応
を
話
し
合
う
な
ど
、
日
ご
ろ
か

ら
災
害
発
生
時
に
と
る
べ
き
行
動

に
つ
い
て
確
認
し
て
い
る
。

回

　
　答

質

　
　問

菅生 敬一 議
員

すごう　けいいち

公明党

交
差
点
の
地
点
名
表
示
板
に
つ

い
て

　
本
市
へ
の
観
光
客
、
来
訪
者
は

レ
ン
タ
カ
ー
や
マ
イ
カ
ー
で
の
移

動
が
多
い
。

　
平
成
30
年
の
福
井
国
体
に
向
け
、

道
路
の
景
観
が
統
一
さ
れ
都
市
の

景
観
が
向
上
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
各
交
差
点
の
信
号
機
に
交

差
点
表
示
板
を
取
り
付
け
る
取
り

組
み
を
し
て
は
ど
う
か
。

　
平
成
30
年
の
福
井
国
体
に
向
け

て
、
ま
ず
は
幹
線
道
路
か
ら
、
地

元
の
要
望
を
広
く
取
り
入
れ
る
と

と
も
に
、
福
井
市
を
訪
れ
る
観
光

客
に
対
し
、
分
か
り
や
す
い
道
路

と
な
る
よ
う
、
表
示
板
の
設
置
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

回

　
　答

質

　
　問

泉 和弥 議
員

いずみ　かずや

一真会

女
性
の
活
躍
推
進
に
つ
い
て

　
本
年
度
か
ら
女
性
活
躍
推
進
法

が
施
行
さ
れ
、
本
市
で
も
女
性
活

躍
促
進
課
が
で
き
た
。
女
性
の
活

躍
を
ど
ん
ど
ん
推
進
し
て
ほ
し
い

が
、
そ
の
た
め
の
女
性
の
就
職
支

援
や
働
き
方
改
善
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
く

の
か
。

　
女
性
の
求
職
者
に
対
し
て
は
、

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て

い
る
。
結
婚
や
出
産
等
に
よ
り
離

職
や
パ
ー
ト
勤
務
と
な
っ
た
子
育

て
マ
マ
を
対
象
に
、
講
習
な
ど
を

行
い
再
就
職
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

に
繋
げ
る
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
企
業
向
け
の
支
援
と
し

て
は
、
女
性
が
働
き
や
す
い
職
場

環
境
を
整
備
す
る
た
め
の
補
助
制

度
を
設
け
て
い
る
。

　
今
後
も
、
女
性
の
活
躍
で
き
る

職
場
環
境
を
整
え
る
た
め
、
こ
れ

ら
の
制
度
の
周
知
に
努
め
る
。

回

　
　答

質

　
　問

中村 綾菜 議
員

なかむら　あやな

市民クラブ

地
方
創
生
交
付
金
の
獲
得
に
つ

い
て

　
３
月
に
国
か
ら
の
地
方
創
生
加

速
化
交
付
金
４
，２
０
０
万
円
を
獲

得
で
き
な
か
っ
た
が
、６
月
補
正
予

算「
ふ
く
い
魅
え
る
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」６
，０
０
０
万
円
の
財
源
、国
の

加
速
化
交
付
金
は
是
非
と
も
獲
得

し
、特
に
農
業
分
野
の
施
策
を
実
施

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、今
年
度
の
国
の
新
規
交
付

金
、地
方
創
生
推
進
交
付
金
の
獲

得
に
つい
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
「
ふ
く
い
魅
え
る
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
委
託
業
者
を
選
定
す
る

際
に
、
農
業
に
関
す
る
視
点
も
構

築
し
て
お
り
、
こ
の
視
点
か
ら
の

提
案
に
つ
い
て
も
期
待
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
地
方
創
生
推
進
交
付
金
に
つ
い

て
は
、
地
方
負
担
が
必
要
な
こ
と

や
複
数
年
度
に
ま
た
が
る
事
業
を

基
本
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
よ

り
効
果
的
な
事
業
の
絞
り
込
み
や

組
み
立
て
が
必
要
に
な
る
と
考
え

て
い
る
。

八田 一以 議
員

一真会

はった　いちい

回

　
　答

質

　
　問

本
市
の
共
生
社
会
推
進
に
向
け
た
イ
ン
ク

ル
ー
ジ
ョ
ン
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
障
害
者
差
別
解
消
法
が
施
行
さ

れ
た
が
、
市
庁
舎
に
お
い
て
も
障

害
の
あ
る
方
が
快
適
に
過
ご
せ
る

よ
う
な
環
境
整
備
が
必
要
と
考
え

る
が
、
本
市
の
取
り
組
み
は
。

　
本
館
及
び
別
館
の
１
階
に
そ
れ

ぞ
れ
多
目
的
ト
イ
レ
を
設
置
し
た

り
、
段
差
の
あ
る
出
入
口
に
は
ス

ロ
ー
プ
を
設
け
る
な
ど
バ
リ
ア
フ

リ
ー
へ
の
対
応
に
努
め
て
き
た
。

し
か
し
、
本
館
と
別
館
を
つ
な
ぐ

渡
り
廊
下
や
各
階
ト
イ
レ
の
出
入

口
に
は
段
差
が
あ
る
た
め
、
現
在

行
っ
て
い
る
別
館
耐
震
改
修
工
事

に
あ
わ
せ
て
車
椅
子
用
ス
ロ
ー
プ

を
新
設
す
る
と
と
も
に
、
別
館
各

階
の
ト
イ
レ
出
入
口
の
段
差
を
解

消
し
て
い
く
。
ま
た
、
別
館
２
階

に
多
目
的
ト
イ
レ
を
新
た
に
設
置

す
る
な
ど
、
市
庁
舎
を
利
用
す
る

全
て
の
方
が
快
適
に
利
用
で
き
る

よ
う
環
境
整
備
に
努
め
て
い
く
。

回

　
　答

質

　
　問

村田 耕一 議
員

むらた　こういち

市民クラブ

吉
田
　琴
一
　
　玉
村
　正
人

村
田
　耕
一

市
民
ク
ラ
ブ
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ふくいふくい

各会派における主
な質疑内容を紹介
します。

予
算
特
別
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会

え
、
災
害
時
に
お
け
る
市
民
の
安
全

安
心
を
確
保
す
る
た
め
に
、
今
年
度

中
に
福
井
市
危
機
管
理
計
画
及
び
福

井
市
地
域
防
災
計
画
の
ほ
か
、
各
種

マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
の
見
直
し
を
図
る
。

●
ハ
ピ
テ
ラ
ス
を
拠
点
と
し
た

　
に
ぎ
わ
い
の
創
出

　
　
　
Ｊ
Ｒ
福
井
駅
前
周
辺
の
商
店

　
　
　
街
が
営
業
時
間
を
延
長
す
る

「
夜
ぶ
ら
」
と
い
う
事
業
を
支
援
し

て
い
る
が
、
今
後
の
さ
ら
な
る
支
援

策
は
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
７
月
か
ら
は
「
夜
ぶ
ら
」
に

　
　
　
合
わ
せ
金
曜
日
の
夜
に
す
ま

い
る
バ
ス
を
２
便
増
便
し
、
福
井
駅

の
最
終
バ
ス
の
発
車
時
刻
を
午
後
８

時
台
ま
で
延
長
す
る
こ
と
で
、
さ
ら

に
回
遊
性
を
高
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

●
福
井
国
体
ま
で
の
取
り
組
み

　
　
　
福
井
国
体
に
お
け
る
花
い
っ

　
　
　
ぱ
い
運
動
の
よ
う
な
お
も
て

な
し
や
歓
迎
の
計
画
は
あ
る
か
。

　
　
　
Ｊ
Ｒ
福
井
駅
や
競
技
会
場
周

　
　
　
辺
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
に

花
い
っ
ぱ
い
運
動
や
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
運
動
を
行
う
ほ
か
、
選
手
や
監
督

を
激
励
す
る
た
め
、
手
作
り
の
の
ぼ

り
旗
を
全
て
の
競
技
会
場
に
設
置
す

る
。
ま
た
、
ウ
ェ
ル
カ
ム
デ
コ
レ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
、
市
民
か
ら
の
応
援

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
貼
り
付
け
た
ボ
ー
ド

や
、
市
民
の
写
真
で
作
成
し
た
フ
ォ

ト
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
を
設
置
す
る
。

●
災
害
後
の
福
井
市
危
機
管
理

　
計
画

　
　
　
避
難
所
で
問
題
と
な
る
プ
ラ

　
　
　
イ
バ
シ
ー
の
確
保
に
は
、
間

仕
切
り
ダ
ン
ボ
ー
ル
が
有
効
だ
と
考

え
る
が
、
災
害
時
に
そ
の
よ
う
な
も

の
を
提
供
し
て
く
れ
る
民
間
会
社
と

協
定
を
結
ぶ
こ
と
に
つ
い
て
は
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。

　
　
　
避
難
所
生
活
が
長
期
化
す
る

　
　
　
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
が

非
常
に
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
、

間
仕
切
り
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
提
供
し
て

く
れ
る
民
間
事
業
者
と
流
通
備
蓄
の

協
定
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

●
福
井
市
公
共
施
設
等
総
合
管

　
理
計
画

　
　
　
道
路
、
公
園
、
河
川
及
び
学

　
　
　
校
な
ど
の
個
別
施
設
計
画
は

ど
の
よ
う
な
予
定
で
作
成
し
て
い
く

の
か
。

　
　
　
個
別
施
設
計
画
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
昨
年
度
策
定
し
た
福
井
市
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
基
本
的

な
考
え
方
、
ま
た
、
各
施
設
の
所
管

省
庁
の
イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
計
画
の

考
え
方
に
基
づ
い
て
、
今
後
早
急
に

策
定
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

●
ま
ち
な
か
散
策
の
た
め
の
公

　
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進

　
　
　
ま
ち
な
か
観
光
周
遊
バ
ス
の

　
　
　
周
知
策
に
つ
い
て
。

　
　
　
Ｊ
Ｒ
福
井
駅
の
観
光
案
内
所

　
　
　
で
は
ま
ち
な
か
観
光
周
遊
バ

ス
の
案
内
を
し
て
い
る
が
、
今
後
は

福
井
駅
コ
ン
コ
ー
ス
内
や
、
福
井
駅

東
口
の
京
福
バ
ス
チ
ケ
ッ
ト
セ
ン
タ

ー
に
も
案
内
表
示
を
設
置
し
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
バ
ス
車
両
本
体
に
ま

ち
な
か
観
光
周
遊
バ
ス
と
表
示
す
る

取
り
組
み
を
考
え
て
い
る
ほ
か
、
時

刻
表
や
観
光
コ
ー
ス
を
載
せ
る
な
ど

チ
ラ
シ
の
内
容
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

●
本
市
の
自
転
車
利
用
推
進
に

　
向
け
た
取
り
組
み

　
　
　
自
転
車
駐
車
場
整
備
の
取
り

　
　
　
組
み
状
況
と
今
後
の
予
定
に

つ
い
て
。

　
　
　
本
年
４
月
に
ハ
ピ
リ
ン
内
に

　
　
　
１
５
０
台
、
新
栄
テ
ラ
ス
に

30
台
収
容
の
自
転
車
駐
車
場
を
設
置

し
た
。ま
た
、鉄
道
駅
な
ど
の
交
通
結

節
点
に
は
、
市
内
の
鉄
道
駅
45
駅
の

う
ち
24
駅
に
本
市
が
自
転
車
駐
車
場

を
設
置
し
て
お
り
、合
計
３
，４
８
１

台
収
容
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
自
転
車
や
公
共
交
通
の
利

用
を
促
進
す
る
た
め
の
、
鉄
道
駅
に

お
け
る
自
転
車
駐
車
場
の
設
置
及
び

拡
張
、
中
心
市
街
地
の
路
上
駐
輪
対

策
と
し
て
の
、

分
散
型
自
転
車

駐
車
場
の
設
置

に
取
り
組
ん
で

い
く
。

●
指
定
避
難
所

　
　
　
乳
幼
児
等
や
妊
産
婦
の
い
る

　
　
　
家
族
に
と
っ
て
一
つ
の
大
き

な
避
難
所
で
の
生
活
は
厳
し
い
と
考

え
る
が
、
私
立
幼
稚
園
、
私
立
保
育

園
及
び
私
立
認
定
こ
ど
も
園
と
、
災

害
時
に
避
難
所
と
す
る
協
定
等
を
結

ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　
私
立
幼
稚
園
等
と
の
協
定
に

　
　
　
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
熊
本

地
震
の
国
の
検
証
結
果
等
を
踏
ま
え

検
討
し
て
い
く
。

●
平
成
28
年
熊
本
地
震
へ
の
対
応

　
　
　
熊
本
地
震
を
本
市
の
防
災
対

　
　
　
策
に
ど
の
よ
う
に
結
び
付
け

て
い
く
の
か
。

　
　
　
熊
本
地
震
で
は
、
指
定
避
難

　
　
　
所
や
福
祉
避
難
所
へ
の
職
員

配
置
や
物
資
搬
送
な
ど
の
課
題
が
浮

き
彫
り
に
な
っ
た
。
そ
の
点
を
踏
ま

問
Question

問
Question

問
Question

問
Question

答
Answer

答
Answer

答
Answer

答
Answer

問
Question

問
Question

答
Answer

問
Question

答
Answer

答
Answer

問
Question

答
Answer

一
真
会

今
村
　辰
和
　
　泉
　
　和
弥

田
中
　義
乃
　
　池
上
　優
徳

福
野
　大
輔

石
丸
　浜
夫
　
　野
嶋
　祐
記

後
藤
　裕
幸
　
　瀧
波
　滋

志
政
会

小
・
中
学
生
へ
の
防
災
教
育
に

つ
い
て

　
平
成
16
年
の
福
井
豪
雨
災
害
や
、

68
年
前
の
福
井
震
災
の
記
憶
を
風

化
さ
せ
ず
に
後
世
に
伝
え
て
い
く

た
め
に
は
、
小
・
中
学
生
へ
の
防

災
教
育
が
大
切
だ
と
考
え
る
が
、

本
市
の
防
災
教
育
の
現
状
は
。

　
本
市
の
防
災
教
育
で
は
、
避
難

訓
練
を
実
施
す
る
際
に
、
訓
練
前

に
は
机
の
下
に
身
を
隠
す
と
と
も

に
身
の
回
り
に
あ
る
か
ば
ん
等
で

頭
を
保
護
す
る
な
ど
の
指
導
を
行

い
、
ま
た
、
訓
練
後
に
は
自
分
の

行
動
を
振
り
返
り
学
習
す
る
時
間

を
設
け
る
な
ど
、
児
童
・
生
徒
が

自
主
的
に
判
断
し
、
適
切
な
行
動

が
と
れ
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
学
級
活
動
や
総
合
的
な

学
習
の
時
間
の
中
で
も
防
災
教
育

を
取
り
入
れ
、
避
難
方
法
に
つ
い

て
学
ん
だ
り
、
災
害
発
生
時
の
対

応
を
話
し
合
う
な
ど
、
日
ご
ろ
か

ら
災
害
発
生
時
に
と
る
べ
き
行
動

に
つ
い
て
確
認
し
て
い
る
。

回

　
　答

質

　
　問

菅生 敬一 議
員

すごう　けいいち

公明党

交
差
点
の
地
点
名
表
示
板
に
つ

い
て

　
本
市
へ
の
観
光
客
、
来
訪
者
は

レ
ン
タ
カ
ー
や
マ
イ
カ
ー
で
の
移

動
が
多
い
。

　
平
成
30
年
の
福
井
国
体
に
向
け
、

道
路
の
景
観
が
統
一
さ
れ
都
市
の

景
観
が
向
上
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
各
交
差
点
の
信
号
機
に
交

差
点
表
示
板
を
取
り
付
け
る
取
り

組
み
を
し
て
は
ど
う
か
。

　
平
成
30
年
の
福
井
国
体
に
向
け

て
、
ま
ず
は
幹
線
道
路
か
ら
、
地

元
の
要
望
を
広
く
取
り
入
れ
る
と

と
も
に
、
福
井
市
を
訪
れ
る
観
光

客
に
対
し
、
分
か
り
や
す
い
道
路

と
な
る
よ
う
、
表
示
板
の
設
置
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

回

　
　答

質

　
　問

泉 和弥 議
員

いずみ　かずや

一真会

女
性
の
活
躍
推
進
に
つ
い
て

　
本
年
度
か
ら
女
性
活
躍
推
進
法

が
施
行
さ
れ
、
本
市
で
も
女
性
活

躍
促
進
課
が
で
き
た
。
女
性
の
活

躍
を
ど
ん
ど
ん
推
進
し
て
ほ
し
い

が
、
そ
の
た
め
の
女
性
の
就
職
支

援
や
働
き
方
改
善
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
く

の
か
。

　
女
性
の
求
職
者
に
対
し
て
は
、

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て

い
る
。
結
婚
や
出
産
等
に
よ
り
離

職
や
パ
ー
ト
勤
務
と
な
っ
た
子
育

て
マ
マ
を
対
象
に
、
講
習
な
ど
を

行
い
再
就
職
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

に
繋
げ
る
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
企
業
向
け
の
支
援
と
し

て
は
、
女
性
が
働
き
や
す
い
職
場

環
境
を
整
備
す
る
た
め
の
補
助
制

度
を
設
け
て
い
る
。

　
今
後
も
、
女
性
の
活
躍
で
き
る

職
場
環
境
を
整
え
る
た
め
、
こ
れ

ら
の
制
度
の
周
知
に
努
め
る
。

回

　
　答

質

　
　問

中村 綾菜 議
員

なかむら　あやな

市民クラブ

地
方
創
生
交
付
金
の
獲
得
に
つ

い
て

　
３
月
に
国
か
ら
の
地
方
創
生
加

速
化
交
付
金
４
，２
０
０
万
円
を
獲

得
で
き
な
か
っ
た
が
、６
月
補
正
予

算「
ふ
く
い
魅
え
る
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」６
，０
０
０
万
円
の
財
源
、国
の

加
速
化
交
付
金
は
是
非
と
も
獲
得

し
、特
に
農
業
分
野
の
施
策
を
実
施

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、今
年
度
の
国
の
新
規
交
付

金
、地
方
創
生
推
進
交
付
金
の
獲

得
に
つい
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
「
ふ
く
い
魅
え
る
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
委
託
業
者
を
選
定
す
る

際
に
、
農
業
に
関
す
る
視
点
も
構

築
し
て
お
り
、
こ
の
視
点
か
ら
の

提
案
に
つ
い
て
も
期
待
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
地
方
創
生
推
進
交
付
金
に
つ
い

て
は
、
地
方
負
担
が
必
要
な
こ
と

や
複
数
年
度
に
ま
た
が
る
事
業
を

基
本
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
よ

り
効
果
的
な
事
業
の
絞
り
込
み
や

組
み
立
て
が
必
要
に
な
る
と
考
え

て
い
る
。

八田 一以 議
員

一真会

はった　いちい

回

　
　答

質

　
　問

本
市
の
共
生
社
会
推
進
に
向
け
た
イ
ン
ク

ル
ー
ジ
ョ
ン
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
障
害
者
差
別
解
消
法
が
施
行
さ

れ
た
が
、
市
庁
舎
に
お
い
て
も
障

害
の
あ
る
方
が
快
適
に
過
ご
せ
る

よ
う
な
環
境
整
備
が
必
要
と
考
え

る
が
、
本
市
の
取
り
組
み
は
。

　
本
館
及
び
別
館
の
１
階
に
そ
れ

ぞ
れ
多
目
的
ト
イ
レ
を
設
置
し
た

り
、
段
差
の
あ
る
出
入
口
に
は
ス

ロ
ー
プ
を
設
け
る
な
ど
バ
リ
ア
フ

リ
ー
へ
の
対
応
に
努
め
て
き
た
。

し
か
し
、
本
館
と
別
館
を
つ
な
ぐ

渡
り
廊
下
や
各
階
ト
イ
レ
の
出
入

口
に
は
段
差
が
あ
る
た
め
、
現
在

行
っ
て
い
る
別
館
耐
震
改
修
工
事

に
あ
わ
せ
て
車
椅
子
用
ス
ロ
ー
プ

を
新
設
す
る
と
と
も
に
、
別
館
各

階
の
ト
イ
レ
出
入
口
の
段
差
を
解

消
し
て
い
く
。
ま
た
、
別
館
２
階

に
多
目
的
ト
イ
レ
を
新
た
に
設
置

す
る
な
ど
、
市
庁
舎
を
利
用
す
る

全
て
の
方
が
快
適
に
利
用
で
き
る

よ
う
環
境
整
備
に
努
め
て
い
く
。

回

　
　答

質

　
　問

村田 耕一 議
員

むらた　こういち

市民クラブ

吉
田
　琴
一
　
　玉
村
　正
人

村
田
　耕
一

市
民
ク
ラ
ブ
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ふくいふくい

（５月臨時会）

第 ５３ 号議案

第 ５４ 号議案

第 ５５ 号議案

第　１　号報告

第　２　号報告

５月１７日

〃

〃

〃

〃

同意

〃

〃

承認

〃

●

●

議 案 番 号 件　　　　　　　　名 審 議 結 果 賛否の分かれた議案
（賛否状況は15 頁に掲載）

議案等の審議結果

固定資産評価員の選任について

監査委員の選任について

監査委員の選任について

専決処分の承認を求めることについて（福井市市税賦課徴収条例の一部改正）

専決処分の承認を求めることについて（平成２７年度福井市一般会計補正予算）

（６月定例会）

第 ５６ 号議案

第 ５７ 号議案

第 ５８ 号議案

第 ５９ 号議案

第 ６０ 号議案

第 ６１ 号議案

第 ６２ 号議案

第 ６３ 号議案

第 ６４ 号議案

第 ６５ 号議案

第 ６６ 号議案

第 ６７ 号議案

第 　３ 号報告

第 　４ 号報告

第 　５ 号報告

６月２９日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

６月６日

〃

原案可決

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

承認

受理

〃

●

●

●

●

●

●

●

議 案 番 号 件　　　　　　　　名 審 議 結 果 賛否の分かれた議案
（賛否状況は15 頁に掲載）

議案等の審議結果

平成２８年度福井市一般会計補正予算

平成２８年度福井市宅地造成特別会計補正予算

平成２８年度福井市下水道事業会計補正予算

福井市市税賦課徴収条例等の一部改正について

福井市固定資産評価審査委員会に関する条例の一部を改正する条例の一部改正について

福井市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について

福井市体育施設条例の一部改正について

福井市議会議員及び福井市長の選挙における選挙運動用自動車の使用等の公営に関する条例の

一部改正について

工事請負契約の締結について（福井競輪場中央スタンド棟耐震補強及び改修工事）

工事請負契約の締結について（森田小学校校舎増築工事）

工事請負契約の締結について（中藤島公民館移転新築工事）

工事請負契約の締結について（わかばテニスコート改修工事）

専決処分の承認を求めることについて（平成２８年度福井市国民健康保険特別会計補正予算）

平成２７年度福井市一般会計継続費の繰越しに関する報告について

平成２７年度福井市一般会計繰越明許費の繰越しに関する報告について

第 　６ 号報告

第 　７ 号報告

第 　８ 号報告

第 　９ 号報告

第 １０ 号報告

第 １１ 号報告

第 １２ 号報告

第 １３ 号報告

第 １４ 号報告

第 １５ 号報告

第 １６ 号報告

第 １７ 号報告

第 １８ 号報告

第 １９ 号報告

第 ２０ 号報告

第 ２１ 号報告

第 ２２ 号報告

第 ２３ 号報告

６月６日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

受理

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

議 案 番 号 件　　　　　　　　名 審 議 結 果 賛否の分かれた議案
（賛否状況は下部に掲載）

平成２７年度福井市一般会計事故繰越しの繰越しに関する報告について

平成２７年度福井市簡易水道特別会計繰越明許費の繰越しに関する報告について

平成２７年度福井市宅地造成特別会計繰越明許費の繰越しに関する報告について

平成２７年度福井市福井駅周辺整備特別会計繰越明許費の繰越しに関する報告について

平成２７年度福井市下水道事業会計予算の繰越しに関する報告について

平成２７年度福井市ガス事業会計予算の繰越しに関する報告について

平成２７年度福井市水道事業会計継続費の繰越しに関する報告について

平成２７年度福井市水道事業会計予算の繰越しに関する報告について

福井市土地開発公社の平成２７年度決算に関する報告について

福井市土地開発公社の平成２８年度予算に関する報告について

公益財団法人福井市ふれあい公社の平成２７年度決算に関する報告について

公益財団法人福井市ふれあい公社の平成２８年度事業計画等に関する報告について

公益財団法人福井観光コンベンションビューローの平成２７年度決算に関する報告について

公益財団法人福井観光コンベンションビューローの平成２８年度事業計画等に関する報告について

公益財団法人歴史のみえるまちづくり協会の平成２７年度決算に関する報告について

公益財団法人歴史のみえるまちづくり協会の平成２８年度事業計画等に関する報告について

一般財団法人福井市漁業振興会の平成２７年度決算に関する報告について

一般財団法人福井市漁業振興会の平成２８年度事業計画等に関する報告について

（６月定例会）

請願第  ５  号

請願第  ６  号

請願第  ７  号

６月２９日

〃

〃

不採択

〃

〃

請願・陳情番号 件　　　　　　　　名 審 議 結 果

請願・陳情の審議結果

県民の利便性を最優先に、特急「サンダーバード」「しらさぎ」の存続を求める意見書提出について

日本政府に核兵器全面禁止のための決断と行動を求める意見書提出について

ＴＰＰ協定を批准しないよう求める意見書提出について

※原則議長（皆川信正）は採決に加わりません。

５月臨時会

　第  １  号報告

　第  ２  号報告

６月定例会

　第 ５６ 号議案

　第 ５７ 号議案

　第 ５９ 号議案

　第 ６１ 号議案

　第 ６４ 号議案

　第 ６６ 号議案

　第  ３  号報告

　請願第  ５  号

　請願第  ６  号

　請願第  ７  号

報告承認

報告承認

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

報告承認

不採択

不採択

不採択

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

賛否が分かれた議案等一覧 賛 …賛成 反 …反対

志政会一真会

審議

結果

議案
番号

会派名
議員名

公明党
日　本
共産党
議員団

市民クラブ

問
Question

鈴
木
　
正
樹

西
村
　
公
子

菅
生
　
敬
一

島
川
　
由
美
子

下
畑
　
健
二

村
田
　
耕
一

　
矢
　
修
一

玉
村
　
正
人

中
村
　
綾
菜

堀
川
　
秀
樹

吉
田
　
琴
一

近
藤
　
實

瀧
波
　
滋

水
島
　
秀
晃

後
藤
　
裕
幸

藤
田
　
諭

伊
藤
　
洋
一

野
嶋
　
祐
記

青
木
　
幹
雄

石
丸
　
浜
夫

加
藤
　
貞
信

福
野
　
大
輔

池
上
　
優
徳

八
田
　
一
以

田
中
　
義
乃

泉
　
　
和
弥

谷
本
　
忠
士

奥
島
　
光
晴

堀
江
　
廣
海

今
村
　
辰
和

見
谷
　
喜
代
三

皆
川
　
信
正

●
雨
水
対
策

　
　
　
本
市
は
国
の
局
地
的
な
豪
雨

　
　
　
対
策
で
あ
る
下
水
道
革
新
的

技
術
実
証
事
業
（
Ｂ

－

Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
で
、
浸
水
被
害
軽
減

を
実
証
す
る
ソ
フ
ト
事
業
を
行
う
と

の
こ
と
だ
が
、
今
年
度
は
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
行
う
の
か
。

　
　
　
自
助
支
援
の
モ
デ
ル
地
区
と

　
　
　
し
て
、
足
羽
地
区
の
二
つ
の

自
治
会
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
８
台
配
置

し
、
降
雨
予
測
及
び
浸
水
予
測
情
報

を
配
信
す
る
こ
と
で
、
住
民
に
自
主

防
災
行
動
を
促
す
取
り
組
み
を
行
う
。

具
体
的
に
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
配
備

さ
れ
た
住
民
が
地
区
住
民
に
情
報
を

伝
達
、
周
知
す
る
体
制
を
自
治
会
内

部
に
作
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
体
制
が

整
っ
た
段
階
で
訓
練
も
行
う
。

答
Answer 下

畑
　健
二
　
　菅
生
　敬
一

公
明
党

問
Question

●
中
央
大
通
り
南
側
の
商
業
店

　舗
の
現
状

　
　
　
ハ
ピ
リ
ン
開
業
に
よ
り
、
西

　
　
　
武
福
井
店
と
ハ
ピ
リ
ン
を
つ

な
ぐ
通
り
に
人
の
流
れ
が
集
中
し
、

中
央
大
通
り
南
側
の
商
業
店
舗
な
ど

と
に
ぎ
わ
い
の
面
で
差
が
生
ま
れ
て

い
る
と
感
じ
る
が
、
市
は
ど
の
よ
う

に
認
識
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
本
市
は
ア
オ
ッ
サ
か
ら
西
武

　
　
　
福
井
店
を
結
ぶ
通
り
を
に
ぎ

わ
い
軸
と
位
置
づ
け
、
中
心
市
街
地

の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
こ

の
軸
上
の
に
ぎ
わ
い
を
周
辺
の
商
業

地
に
波
及
さ
せ
る
こ
と
が
大
事
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

答
Answer 鈴

木
　正
樹

日
本
共
産
党
議
員
団

賛否の分かれた議案
（賛否状況は下部に掲載）

●

●

●

15 No.202 No.202 14



ふくいふくい

（５月臨時会）

第 ５３ 号議案

第 ５４ 号議案

第 ５５ 号議案

第　１　号報告

第　２　号報告

５月１７日

〃

〃

〃

〃

同意

〃

〃

承認

〃

●

●

議 案 番 号 件　　　　　　　　名 審 議 結 果 賛否の分かれた議案
（賛否状況は15 頁に掲載）

議案等の審議結果

固定資産評価員の選任について

監査委員の選任について

監査委員の選任について

専決処分の承認を求めることについて（福井市市税賦課徴収条例の一部改正）

専決処分の承認を求めることについて（平成２７年度福井市一般会計補正予算）

（６月定例会）

第 ５６ 号議案

第 ５７ 号議案

第 ５８ 号議案

第 ５９ 号議案

第 ６０ 号議案

第 ６１ 号議案

第 ６２ 号議案

第 ６３ 号議案

第 ６４ 号議案

第 ６５ 号議案

第 ６６ 号議案

第 ６７ 号議案

第 　３ 号報告

第 　４ 号報告

第 　５ 号報告

６月２９日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

６月６日

〃

原案可決

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

承認

受理

〃

●

●

●

●

●

●

●

議 案 番 号 件　　　　　　　　名 審 議 結 果 賛否の分かれた議案
（賛否状況は15 頁に掲載）

議案等の審議結果

平成２８年度福井市一般会計補正予算

平成２８年度福井市宅地造成特別会計補正予算

平成２８年度福井市下水道事業会計補正予算

福井市市税賦課徴収条例等の一部改正について

福井市固定資産評価審査委員会に関する条例の一部を改正する条例の一部改正について

福井市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について

福井市体育施設条例の一部改正について

福井市議会議員及び福井市長の選挙における選挙運動用自動車の使用等の公営に関する条例の

一部改正について

工事請負契約の締結について（福井競輪場中央スタンド棟耐震補強及び改修工事）

工事請負契約の締結について（森田小学校校舎増築工事）

工事請負契約の締結について（中藤島公民館移転新築工事）

工事請負契約の締結について（わかばテニスコート改修工事）

専決処分の承認を求めることについて（平成２８年度福井市国民健康保険特別会計補正予算）

平成２７年度福井市一般会計継続費の繰越しに関する報告について

平成２７年度福井市一般会計繰越明許費の繰越しに関する報告について

第 　６ 号報告

第 　７ 号報告

第 　８ 号報告

第 　９ 号報告

第 １０ 号報告

第 １１ 号報告

第 １２ 号報告

第 １３ 号報告

第 １４ 号報告

第 １５ 号報告

第 １６ 号報告

第 １７ 号報告

第 １８ 号報告

第 １９ 号報告

第 ２０ 号報告

第 ２１ 号報告

第 ２２ 号報告

第 ２３ 号報告

６月６日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

受理

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

議 案 番 号 件　　　　　　　　名 審 議 結 果 賛否の分かれた議案
（賛否状況は下部に掲載）

平成２７年度福井市一般会計事故繰越しの繰越しに関する報告について

平成２７年度福井市簡易水道特別会計繰越明許費の繰越しに関する報告について

平成２７年度福井市宅地造成特別会計繰越明許費の繰越しに関する報告について

平成２７年度福井市福井駅周辺整備特別会計繰越明許費の繰越しに関する報告について

平成２７年度福井市下水道事業会計予算の繰越しに関する報告について

平成２７年度福井市ガス事業会計予算の繰越しに関する報告について

平成２７年度福井市水道事業会計継続費の繰越しに関する報告について

平成２７年度福井市水道事業会計予算の繰越しに関する報告について

福井市土地開発公社の平成２７年度決算に関する報告について

福井市土地開発公社の平成２８年度予算に関する報告について

公益財団法人福井市ふれあい公社の平成２７年度決算に関する報告について

公益財団法人福井市ふれあい公社の平成２８年度事業計画等に関する報告について

公益財団法人福井観光コンベンションビューローの平成２７年度決算に関する報告について

公益財団法人福井観光コンベンションビューローの平成２８年度事業計画等に関する報告について

公益財団法人歴史のみえるまちづくり協会の平成２７年度決算に関する報告について

公益財団法人歴史のみえるまちづくり協会の平成２８年度事業計画等に関する報告について

一般財団法人福井市漁業振興会の平成２７年度決算に関する報告について

一般財団法人福井市漁業振興会の平成２８年度事業計画等に関する報告について

（６月定例会）

請願第  ５  号

請願第  ６  号

請願第  ７  号

６月２９日

〃

〃

不採択

〃

〃

請願・陳情番号 件　　　　　　　　名 審 議 結 果

請願・陳情の審議結果

県民の利便性を最優先に、特急「サンダーバード」「しらさぎ」の存続を求める意見書提出について

日本政府に核兵器全面禁止のための決断と行動を求める意見書提出について

ＴＰＰ協定を批准しないよう求める意見書提出について

※原則議長（皆川信正）は採決に加わりません。

５月臨時会

　第  １  号報告

　第  ２  号報告

６月定例会

　第 ５６ 号議案

　第 ５７ 号議案

　第 ５９ 号議案

　第 ６１ 号議案

　第 ６４ 号議案

　第 ６６ 号議案

　第  ３  号報告

　請願第  ５  号

　請願第  ６  号

　請願第  ７  号

報告承認

報告承認

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

報告承認

不採択

不採択

不採択

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

賛否が分かれた議案等一覧 賛 …賛成 反 …反対

志政会一真会

審議

結果

議案
番号

会派名
議員名

公明党
日　本
共産党
議員団

市民クラブ

問
Question

鈴
木
　
正
樹

西
村
　
公
子

菅
生
　
敬
一

島
川
　
由
美
子

下
畑
　
健
二

村
田
　
耕
一

　
矢
　
修
一

玉
村
　
正
人

中
村
　
綾
菜

堀
川
　
秀
樹

吉
田
　
琴
一

近
藤
　
實

瀧
波
　
滋

水
島
　
秀
晃

後
藤
　
裕
幸

藤
田
　
諭

伊
藤
　
洋
一

野
嶋
　
祐
記

青
木
　
幹
雄

石
丸
　
浜
夫

加
藤
　
貞
信

福
野
　
大
輔

池
上
　
優
徳

八
田
　
一
以

田
中
　
義
乃

泉
　
　
和
弥

谷
本
　
忠
士

奥
島
　
光
晴

堀
江
　
廣
海

今
村
　
辰
和

見
谷
　
喜
代
三

皆
川
　
信
正

●
雨
水
対
策

　
　
　
本
市
は
国
の
局
地
的
な
豪
雨

　
　
　
対
策
で
あ
る
下
水
道
革
新
的

技
術
実
証
事
業
（
Ｂ

－

Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
で
、
浸
水
被
害
軽
減

を
実
証
す
る
ソ
フ
ト
事
業
を
行
う
と

の
こ
と
だ
が
、
今
年
度
は
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
行
う
の
か
。

　
　
　
自
助
支
援
の
モ
デ
ル
地
区
と

　
　
　
し
て
、
足
羽
地
区
の
二
つ
の

自
治
会
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
８
台
配
置

し
、
降
雨
予
測
及
び
浸
水
予
測
情
報

を
配
信
す
る
こ
と
で
、
住
民
に
自
主

防
災
行
動
を
促
す
取
り
組
み
を
行
う
。

具
体
的
に
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
配
備

さ
れ
た
住
民
が
地
区
住
民
に
情
報
を

伝
達
、
周
知
す
る
体
制
を
自
治
会
内

部
に
作
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
体
制
が

整
っ
た
段
階
で
訓
練
も
行
う
。

答
Answer 下

畑
　健
二
　
　菅
生
　敬
一

公
明
党

問
Question

●
中
央
大
通
り
南
側
の
商
業
店

　舗
の
現
状

　
　
　
ハ
ピ
リ
ン
開
業
に
よ
り
、
西

　
　
　
武
福
井
店
と
ハ
ピ
リ
ン
を
つ

な
ぐ
通
り
に
人
の
流
れ
が
集
中
し
、

中
央
大
通
り
南
側
の
商
業
店
舗
な
ど

と
に
ぎ
わ
い
の
面
で
差
が
生
ま
れ
て

い
る
と
感
じ
る
が
、
市
は
ど
の
よ
う

に
認
識
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
本
市
は
ア
オ
ッ
サ
か
ら
西
武

　
　
　
福
井
店
を
結
ぶ
通
り
を
に
ぎ

わ
い
軸
と
位
置
づ
け
、
中
心
市
街
地

の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
こ

の
軸
上
の
に
ぎ
わ
い
を
周
辺
の
商
業

地
に
波
及
さ
せ
る
こ
と
が
大
事
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

答
Answer 鈴

木
　正
樹

日
本
共
産
党
議
員
団

賛否の分かれた議案
（賛否状況は下部に掲載）

●

●

●

15 No.202 No.202 14



　請願・陳情などは、基本的にいつでも提出できますが、年４
回（３・６・９・１２月）開催される定例会で審議されますので、
提出時期等詳細については事前に議会事務局へお問い合わ
せください。

請願・陳情等の提出について

総務・建設・教育民生・経済企業

予算

次回は

です。
９月定例会

日程は
ホームページで
掲載中です

（席数：91席　車イス用：６席）

再生紙を
使用しています。

ベジタブルインクを
使用しています。

インターネット
中継を実施
しています

中継する会議

・本会議
・各常任委員会
・各特別委員会

※インターネット中継は、福井市議会ホームページからご覧いただけます。
　なお、この中継は、福井市議会の公式記録ではありません。

　福井市議会では、

より多くの皆さまに議会活動をご理解いただくため、

YouTube（ユーチューブ）の
インターネットストリーミングサービスを利用した
録画放送の配信を行っています。

　傍聴に来られない人も、会議の映像をご覧になれます。

議会事務局 庶務課☎０７７６-２０-５５０６お問い合わせ

本会議

常任委員会

傍聴できる会議 議会運営委員会

議員全員協議会

特別委員会なお、本会議、予算特別委員会の模様は、
ケーブルテレビのふくチャンネル１２１ch
で生中継及び録画放送されます。

※議場は席によって温度差があるため、傍聴の際には温度調整ができるような服装で
　お越しいただくことをおすすめします。

傍聴して
みませんか

ふくい

　
５
月
臨
時
会
は
５
月
17
日
招
集
さ
れ
、
正
・
副
議
長
の
選
挙
を
行
っ
た
結

果
、
議
長
に
皆
川
信
正
議
員
、
副
議
長
に
青
木
幹
雄
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
当
選

し
ま
し
た
。

　
今
臨
時
会
で
は
、各
常
任
委
員
会
及
び
議
会
運
営
委
員
会
の
委
員
の
選
任
、

福
井
坂
井
地
区
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
議
会
議
員
の
選
任
、
こ
し
の
国
広

域
事
務
組
合
議
会
議
員
の
選
挙
、
鯖
江
広
域
衛
生
施
設
組
合
議
会
議
員
の
選

挙
、福
井
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
議
員
の
選
挙
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
監
査
委
員
の
選
任
な
ど
、
市
長
提
出
の
議
案
３
件
、
報
告
２
件
を

審
議
し
た
結
果
、
議
案
は
い
ず
れ
も
同
意
、
報
告
は
い
ず
れ
も
承
認
し
、
同

日
閉
会
し
ま
し
た
。

5月

臨
時
会

正
・
副
議
長
な
ど
各
役
職
を
選
出

　
６
月
定
例
会
は
６
月
６
日
か
ら
29
日
ま
で
の
24
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、「
平
成
28
年
度
福
井
市
一
般
会
計
補
正
予
算
」を
は
じ
め
、

「
福
井
市
市
税
賦
課
徴
収
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」
な
ど
市
長
提
出

の
議
案
12
件
、
報
告
21
件
を
審
議
し
た
結
果
、
議
案
は
い
ず
れ
も
原
案
の
と

お
り
可
決
、
報
告
は
１
件
を
承
認
、
20
件
を
受
理
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
請
願
・
陳
情
に
つ
い
て
は
、
今
回
提
出
さ
れ
た
請
願
３
件
を
審
議

し
た
結
果
、
い
ず
れ
も
不
採
択
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
を
20
人
の
議
員
が
行
い
、
６
月
29

日
、
予
定
し
た
日
程
を
全
部
終
え
閉
会
し
ま
し
た
。

6月

定
例
会

平
成
28
年
度
福
井
市
一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決

　４月の熊本地震により被災
された方の一日も早い復旧復

興をお祈り申し上げます。本市議会では、震災、防災関連
の一般質問が多くございました。今回のことも一つの契
機として福井市は災害に強いまちを目指していきます。
　また、本年度より議会報告会が再開され本紙面では特
集を組みましたがいかがでしたでしょうか。次回開催時
はぜひ足をお運びください。　　　　　　（池上・福野）

編 集 後 記

議
会
報
告
会…

…
…
…
…
…
…

Ｐ
２
〜
Ｐ
４

議
会
の
構
成…

…
…
…
…
…
…
…
…
…

Ｐ
５

一
般
質
問…

…
…
…
…
…
…
…

Ｐ
８
〜
Ｐ
12
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教育民生委員会

北信越市議会議長会評議員会（松本市）

　　　　〃　　　　第９１回定期総会（松本市）

総務・建設・経済企業委員会

議会運営委員会

福井市北陸新幹線建設促進協議会理事会・総会（福井市）

北陸新幹線建設促進大会・同盟会総会（東京都）

地域の活力創造対策特別委員会

全国競輪主催地議会議長会近畿部会総会（岸和田市）

県都の魅力創出対策特別委員会

全員協議会、議会運営委員会

全国市議会議長会第２０３回理事会（東京都）

全国市議会議長会第９２回定期総会（東京都）

全国競輪主催地議会議長会役員会（東京都）

　　　　〃　　　　第１１８回定期総会（東京都）

4月26日

4月27日

28日

5月10日

20日

24日

25日

26日

27日

30日

31日

6月  3日

議会運営委員会、議員全員協議会、本会議5月17日

5 月 臨時会

本会議

議会運営委員会

本会議（一般質問）

本会議（一般質問）

本会議（一般質問）

総務委員会、建設委員会

教育民生委員会、経済企業委員会

予算特別委員会

予算特別委員会

議会運営委員会

教育民生委員会、議会運営委員会、本会議

6月  6日

7日

13日

14日

15日

16日

17日

22日

23日

24日

29日

6 月 定例会

議 会 日 誌 （平成 28 年 4 ～ 6 月）

議会報告会の様子（4月14日・中藤島公民館）
委員
　西村　公子、村田　耕一
　後藤　裕幸、池上　優徳
　福野　大輔、近藤　實

福井市議会だより編集委員
　委 員 長　　玉村　正人
　副委員長　　菅生　敬一　
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